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Ⅰ 研究目的

小学校算数科の指導では，問題を解決したり，判断したり，推論したりする過程において，見通

しをもち筋道を立てて考える力を高めていくことを重要なねらいとしている。そのために，問題の

正解を導き出す方法について，暗記させたり習熟させたりする指導にとどまらず，問題解決の方法

の根拠を十分に考えさせる指導が求められている。

しかし，児童の実態を見ると，特に「数と計算」領域においては，結果の正解にとらわれてしま

い，問題解決ができてもなぜそうなるのかを深く考えようとしなかったり，解決できないと考える

ことを途中でやめたりするという状況が見られる。これは，解決方法の検討の場で，問題解決でき

た児童の考え方の発表が中心になることが多く，児童一人一人の考えを吟味したり，他の児童と比

較したりするような指導の手だてが十分でなかったことが要因として考えられる。

このような状況を改善するためには，問題解決過程での自力解決の場，解決方法の検討の場にお

いて，どのように考えて問題解決をしようとしたのか，途中までの考えやつまずきを含めた児童の

思考の過程を表出させることが必要である。そして，それぞれの考えの違いに目を向けさせ，互い

にかかわらせながら考えを深めていく指導の在り方について工夫することが必要である。

そこで，この研究は，「数と計算」領域において，思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指

導の工夫について明らかにし，見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導の改善に役立てよ

うとするものである。

Ⅱ 研究仮説

小学校算数科「数と計算」領域の問題解決過程での自力解決の場，解決方法の検討の場において，

次のような，思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を行えば，見通しをもち筋道を立てて

考える力が高まるであろう。

〈思考過程を表出させるために〉

・ペア交流の場を設け，考えていることを聴き合う指導を行う。

・自分の考えや根拠の他に，疑問や迷いなどを記入する思考過程が残るノート指導を行う。

〈互いにかかわらせるために〉

・見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿を分類し,それに応じた働きかけを行う。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 内容と方法

(1) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

関する基本構想の立案（文献法）

(2) 思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を取り入れた手だての試案の作成（文献法）

(3) 授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践，観察法，テスト法，質問紙法）

(4) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

関する研究のまとめ

２ 授業実践の対象

八幡平市立平舘小学校 第５学年 １学級 （男子14名 女子20名 計34名）



- 2 -

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に関

する基本構想

(1) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

関する基本的な考え方

ア 見通しをもち筋道を立てて考える力について

算数科においては，「数学的な考え方」を育てることが重要視されている。「見通しをも

ち筋道を立てて考える」ことは,算数科の目標の一つにも掲げられており，算数科で育てた

い「数学的な考え方」の中核をなすものである。

「見通しをもつ」とは，問題解決するに当たり，既習の内容を手がかりにして，児童が結

果について「こうなるであろう」と予想したり，解決の方法について「こうするとできるの

ではないか」と考えたりして先を見通すことである。「筋道を立てて考える」とは，見通し

を基に根拠を明らかにしながら自分の考えを整理し，考えを進めることである。

「数学的な考え方」の育成は，算数科の長年の課題として挙げられているが，必ずしも十

分に身に付いているとはいえない。この原因について黒澤(2004)は，基礎的な知識や技能を

定着させる指導と比較して，「数学的な考え方」の「考え方」とは何か，そしてそれを育て

るためにはどうすればよいかが分かりにくいためだと指摘している。とりわけ「数と計算」

領域においては，基礎的な知識であるとして，公式などを意味理解を伴わないままに記憶さ

せたり，基礎的な技能であるとして計算などを形式的に処理したりするような習熟のみに力

を入れる指導がみられ，「数学的な考え方」を育てる指導は十分になされていなかったと考

える。

では，育てたい「数学的な考え方」を分かりやすくとらえるにはどうすればよいか。黒澤

(2004)は，小学校児童指導要録の評価の観点及びその趣旨から，育てたい「数学的な考え方」

を①「論理的な思考力」②「統合的，発展的な思考力」の二つであると分析している。そし

て，それぞれについて，具体的な児童の姿，発言例を【表１】のようにまとめている。授業

の中で，このような児童の姿が多く現れるように指導の工夫をしていく必要がある。

本研究では,これを基にしながら①のような児童の姿を目指している。最終的には授業を

進めていく中で，①のような児童の姿から②のような児童の姿への高まりが見られるとよい。

【表１】育てたい数学的な考え方と具体的な児童の姿

育てたい数学的な考え方 具体的な児童の姿

① 論理的な思考力(見通しをも 何らかの判断の理由を,根拠を明確に表現する児童の姿

ち筋道を立てて考える力） 発言例（なぜかというと,～だから,など）

② 統合的，発展的な思考力 ・いくつかの事象に共通点を見いだす児童の姿

・それに連動して他の場合を考えて未知の範囲でも同じ

形式にしていこうという児童の姿

発言例（似ていることがある,同じところを見つけた,

もし～だったら,じゃあ～なら,など）
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(2) 思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導の工夫について

ア これまでの授業の問題点

では，これまでの授業で「数学的な考え方」を十分に育成できなかったのはなぜだろうか。

一般に算数の授業は「問題提示→自力解決→解決方法の検討→まとめ」というように，問題

解決的に展開されている。この問題解決の過程の中で，坪田(2006)や工藤(2006)は,自力解決の

在り方について問題があるとしている。

教師は，児童一人一人が自分の力で問題を解決してほしいと願い，解決方法が見つからずに

悩んでいる児童には，ヒントを与えることが多い。また，間違えている児童には，個別指導し

ながら誤りを訂正する。このように，途中で児童がつまずかないように，様々な手だてを講じ

ている。そして，全員が自力で一通り解決するまで時間をとる。その後の解決方法の検討の場

では，最後まで解決できた児童の考え方の発表が中心となる。発表しなかった児童，解決が途

中までの児童は，聞き役で授業が終わってしまう。自力解決で時間をかけすぎてしまった場合

は，解決方法の検討の場は時間不足になることが多い。すると，児童一人一人の考えの根拠や

つまずきなどが十分に吟味されず，結果の発表が中心となってしまう。

このような，自力解決に時間をかけ過ぎ，一人で考える時間が長く，結果の発表が中心とな

ってしまうような授業が，児童全員で考えを高め合っていく機会を奪っている場合があるので

はないだろうか。もっと，児童自ら考え，気付き,考えを深めたり広げたりすることができる授

業，児童の素朴な疑問や意見を大切にし，考える過程が学びの対象となり，児童全員で考えを

高め合っていく授業ができないであろうか。

イ 思考過程を表出させることの意義

「数学的な考え方」を育てるためには，考えた結果ではなく，「どのように考えているか」「ど

のように考えてみたか」という思考過程を学びの対象にする必要がある。坪田(2006)は，自力

解決という最も大切な時間が，一人で考えさせられ，そこでの考え方そのものが学びの対象に

なっていないとし，「考える力を育てるのならば，考える途中の過程がみんなの前に登場しな

ければならない」としている。

「思考過程を表出させる」とは,児童が「頭の中の考えや思いの道筋を，表に出せるようにす

ること」である。思考過程とは，児童の素朴な疑問,困っていること，図や式だけかけたこと，

間違っているだろうと思われることも含めた，結果に至るまでの思考の途中経過のことである。

表出には，言葉で書いたり話したりすること,具体物や半具体物を操作すること,図や表などを

かくこと，式に表すことなどが考えられる。また,児童の一瞬の表情や仕草に現れることもある。

ここで最も重要なのは，児童一人一人の「え，どうして。」「ここが，分からない。」などの自

然で素直な思いを表に引き出すことである。このように，思考の途中過程を全体の前に出して，

どのようにして解決していったらよいかを，児童全員が共に考えていくことが必要である。

ウ 互いにかかわらせることの意義

算数，数学の問題解決は，基本的には個人の内面で行われる学習活動である。しかし，個人

の考えを頭の中にとどめておいただけでは,その考えが本当にそれでよいのかは判断できない。

小松(2006)は，「人とかかわりながら，共に考える経験が，実は一人一人の子どもに数学的に

考える力をはぐくんでいくことにつながる」としている。

「互いにかかわらせる」とは,教師が「児童一人一人の考えをかわるがわるつなげていくこと」

である。児童一人一人の考えには，児童の素朴な疑問や困っていることなど，表出された思考
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の途中過程も含まれている。

児童は，最初から筋道を立てて考えていることは少なく，直観でどのような結果になるか，どん

な方法を使うかといった見通しを立てる。この直観的な段階では，まだ頭の中の考えはあやふやで，

整理されていない状態である。それを他者に説明する必要が出てきたときに，自分の考えを頭の中

で組み立て始める。その結果，一つの考えの筋道ができあがる。また，説明に対して相手からいろ

いろな疑問を投げかけられることで，自分の考えを見つめ直し，それまで気付かなかった新たな考

えが引き出されることもある。友だちとかかわり合いながら，一人だけでは見付けられなかった考

え方や根拠を発見していくことをとおして，全員で考えることの楽しさ，分かったときの喜びを感

じるのである。このように，児童全員と教師がかかわりながら授業を創り上げていく中で,「何ら

かの判断の理由を，根拠を明確に表現する児童の姿」が多く見られるようになってくると考える。

このような授業の積み重ねが,「数学的な考え方」の中核をなす，見通しをもち筋道を立てて考え

る力を高めていくと考える。

エ 見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿

田中(2001)は，「子どもたちの自然で素直なかかわり方の中に，実は算数で教えたい大切な『考

え方』が潜んでいる」としている。そして，そのかかわりの中で「児童の語りはじめの言葉」に着

目して，授業の中で自分の言葉で考えていることを表現している児童の姿をとらえようとしている。

また田中は，「児童の語りはじめの言葉」は「子どもたちの自然な思考活動の中で使われる言葉で

あるからこそ，人間の思考の方向性を作り出す言葉として，着目する価値がある」としている。そ

して，この言葉がどのような「数学的な考え方」と関連しているのかを整理している。

そこで本研究でも，自分の言葉で考えていることを表現している児童の姿を教師がとらえながら

授業を進めていきたいと考える。そのために，授業の中で自分の言葉で考えていることを表現して

いる児童の姿を，児童の思考の流れに合わせて次の三つにとらえることとする。

児童は，「えっ？」「どうして。」と疑問をもち始めたとき，考え始める。このときに，児童の疑

問を取り上げ，生かしながら授業を進めていくことが大切であると考える。そして児童は，「どう

すれば，できるだろう？」と，疑問を解決しようとして考えを進めていく。その中で，友達の考え

を確かめようと自分の言葉に置き換えて話してみる。すると，考えのとらえ方，経験の違いなどか

ら，思考のずれが生じてくるときがある。そこで，児童は自分と他者との考えを比べ，理由を尋ね

たり，反対の考えを述べたりする。このような，友だちの考えを確かめようと自分の言葉に置き換

えて話したり，自分と他者との考えを比べ，理由を尋ねたり，反対の考えを述べたりする姿が，「自

分と他者との思考のずれを確かめる姿」である。ずれには，既習の学習内容と未習の学習内容との

間に 起こる思考のずれ，自分と他者との間に起こる思考のずれがある。このようなずれを確かめ

ながら考えを進めていく過程で児童は，出された考え方について「ここまでは，分かった。それか

ら・・・。」などと振り返って，どうしてそのようになるのか考えの筋道を整理するようになって

くる。これが，「筋道を整理して考える姿」である。ある考えについて，思考のずれを確かめ，筋

道を整理して考えていくことを何度も繰り返すことによって，「～だから～となるんだ。」という

ように，何らかの判断の理由を，根拠を明確にして説明する姿が見られるようになってくる。これ

が「見通しをもち筋道を立てて考える姿」である。

今までに述べてきたことを基に,本研究では，授業の中で見通しをもち筋道を立てて考えようと

する児童の姿を，「自分と他者との思考のずれを確かめる」「筋道を整理して考える」「見通しをも

ち筋道を立てて考える」の三つに分類し，【表２】のように考えた。本研究では，①のような児童
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の姿を目指している。論理的な思考力が身に付いてくると，より広い観点から見て，より一

般的で，より新しいものを発見していこうとする統合的，発展的な思考力へと高まっていく

と考える。

【表２】見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿

育てたい数学的な考え方 見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿

①論理的な思考力 自分と他者 ・自分なりの分かり方に置き換えて話そうとする

（見通しをもち筋道を立て との思考の 発言例（例えば，つまりなど）

て考える力） ずれを確か ・理由を尋ねたり，反対の考えを述べたりし，友

める 達の考えにかかわろうとする

発言例（だって，でも，どうして，など）

筋道を整理 ・考えている筋道を整理しようとする

して考える 発言例（まず，つぎに，それから，そして，など）

見通しをも ・何らかの判断の理由を,根拠を明確に表現する

ち筋道を立 発言例（なぜかというと，～だから，など）

てて考える

育てたい数学的な考え方 統合的，発展的に考えようとする児童の姿

②統合的，発展的な思考力 統合的に考 ・いくつかの事象に，より広い観点から共通点を

える 見つけようとする

発言例（同じ考え方ができる，考え方が似ている

ところがある，など）

発展的に考 ・条件を変えて発展を考えたり,それを基にして

える 一般化を図ろうとしたりする

・今まで見ていた物の観点を変えて考えようとし

ている

発言例（もし～だったら，じゃあ～なら，など）

(3) 思考過程を表出させ,互いにかかわらせる指導を取り入れた学習指導の展開

思考過程を表出させ,互いにかかわらせることを取り入れた学習指導では,主に問題解決過程の

自力解決の場,解決方法の検討の場において次のような指導を行うこととする。

ア 思考過程を表出させるための工夫

(ｱ) ペア交流の場を設け，考えていることを聴き合う指導

授業の中で，一部の児童だけではなく，児童全員が自分の考えを話し，筋道立てた考え方

の理解を確かなものにしたい。そこで自力解決の場，解決方法の検討の場にペアで，式と答

えだけではなく，思考の途中経過も聴き合い，理解を確かなものにすることができるような

ペア交流の場を設ける。

小松(2006)は，「自分の考えを言葉に出して，だれかに説明したときにはじめて，その考

えが理解できているという確信を得るのである。だから授業の中で，『ここが本時で大切な

考えが話題になっている場面である』と教師が判断したときには，隣同士で説明し合う場を

設定し，子どもたち全員の理解を確かなものにしていく必要がある。」としている。

本研究でも，考える過程の中でペア交流の場を設け，児童全員が考えを出し,自ら気付き，
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見直していくことができるようにする。その際，考えを出しやすくするために，考えていること

を互いに聴き合うペア交流となるようにする。「友達の考えを聴く」という意識を持たせ，「どう

して,そう考えたのだろう。」「なぜ,そうなるのだろう。」と相手の考えに寄り添って聴き，考え

を進めていくことができるようにするのである。このようなペア交流をとおして,話す側は聴く側

の反応を見て分かりやすく説明しようと，頭の中にある考えを整理して話すようになると考える。

ペア交流の種類と交流の仕方，設定する場については，【表３】に示す。自力解決の後半に，

それぞれの考えを聴き合うためのペア交流①を取り入れる。また,解決方法の検討の場では児童の

考えを引き出しやすくするために，ペア交流②③④を設ける。ペア交流②は，考えや根拠につい

て理解を確かなものにするときに取り入れる。ペア交流③は，考えの共通点や相違点，よさや疑

問について発見するときに取り入れる。ペア交流④は，途中までの考えや根拠について,その続き

をどのように考えていったらよいのか考えを整理したり相談したりするときに取り入れる。

【表３】ペア交流の種類と内容

種類 交流の仕方 設定する場

ペア交流① どこまで,どのように考えたのかを聴き合う。その際，なぜそう考

えたのか根拠も聴き合う。また,迷っていることなどがある場合は 自力解決の

それについても聴き合う。その際，分からなことは質問したり相談 後半場面

したりしながら進めていく。

ペア交流② 出された考えや根拠について，理解を確かなものにするために，互

いに自分の言葉でもう一度説明し合う。

ペア交流③ 出された考えの根拠について,共通点や相違点,よさや疑問について 解決方法の

考え,発見するために相談する。 検討場面

ペア交流④ 出された途中までの考えや根拠について,その続きをどのように考

えていったらよいのか考えを整理したり相談したりする。

(ｲ) 自分の考えや根拠，疑問や迷いなどを記入し，思考過程が残るノート指導

児童の算数ノートを，どんなことを考え，どのように考えを進めてきたのか，思考の流れが見

えるものにしたい。そこで，自力解決の場，解決方法の検討の場を中心に，式と答えだけではな

く，自分の考えや根拠，疑問や迷いなどをノートに記入する場を設ける。

ノートを活用した算数指導について，城北小学校(2006)では，ノートに毎時間六つの視点で評

価し，教師からの評価を書き入れることをとおして，友達の考えも大切にしてノートに記述した

り，学習のポイントを「一口メモ」のように工夫してまとめたりするようになったなどの成果が

報告されている。これを基に本研究では，自力解決の場，解決方法の検討の場を中心に,式と答え

だけではなく，解決の過程でどのようなことで迷い，困ったのか，疑問や分からなかったことな

ども書くよう指導する。そして，自分はどのような過程を踏んで考えようとしているのか，見つ

めることができるようにしていく。こうすることにより，考えを整理することができ，見通しを

もちながら，筋道を立てて考えやすくなると考える。また，書いたことは自分の思考過程として

残るため，いつでも考え方を振り返り，見直すことができる。後でノートを見て,問題解決のとき

の自分の試行錯誤の様子を振り返り,次の解決に生かしていくこともできる。授業後は，教師が児

童のノートを集め，考えのよさや疑問などについてコメントを書く。自分の考えや解決するに当

たって，思ったことが分かりやすくまとめられているノートは，プリントなどで紹介し，全体に

広めていくようにする。それぞれの場でのノートの書き方については，７頁【表４】に示す。
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【表４】ノートの書き方

ノートの書き方 設定する場

①解決方法を式や答えだけではなく，図や言葉などを使ってかく。また，困った 自力解決の

ことや，難しかったところ，疑問など，解決するに当たって考えたことや思っ 前半場面

たことを書く。

②友達の考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，考えたことを書く。 解決方法の

検討場面

イ 互いにかかわらせるための工夫

(ｱ) 先行実践の分析

授業を進めていく中で，児童の姿をどのように見取り，どのように授業を組み立てていくかと

いう教師の役割は大変重要である。しかし，その具体的な手だては，これまでの先行研究では明

確にされていない。それは，授業が，そのときの児童の状況，問題の内容，教師と児童の関係性

等といったあらゆる条件に左右されるものであり，その状況を教師が適切にとらえて働きかけて

いく方法を一般化された手だてとして示すことは極めて困難であるからである。そのため，こう

した授業技術は，その教師の経験と感性によってのみ，なし得るものとして語られることが多か

った。本研究では，こうした授業者の営みに焦点を当て，先行実践における授業の様子を帰納的

に分析することで，児童の姿に応じた教師の効果的な働きかけを抽出し，授業の中に役立ててい

くことができないかと考えた。５頁【表２】に示したそれぞれの児童の姿に対応する教師の働き

かけについて，筑波大学附属小学校，弘前大学教育学部附属小学校等の実践を基に，以下に検討

を加えていくこととする。

授業を組み立てる際に，まず教師が行うのは，「あれ？」「どうして？」等といった疑問を感

じている児童を意図的に指名することである。疑問は，児童のちょっとした表情やつぶやきによ

って現れることが多い。本研究のように，ノートに書かれた疑問を取り上げてもよい。また，「例

えば」等と自分なりの分かり方に置き換えて話そうとする児童にも意図的に指名する。そうする

ことで，他者との思考のずれが浮かび上がり，「なぜだろう」「どう考えればいいのだろう」と

いう問いを児童にもたせることができるからである。思考のずれが見つかったら，教師はそのず

れについて友達とかかわらせながら考えさせていく。お互いに説明し合う中で，児童は見通しを

もち，解決に向かって考え続けようとする。また，児童の思考過程を明らかにするため，「どこ

からそう考えたのか」「誰の考えからそう思ったのか」と問いかけることも有効である。他の児

童に思考のつながりを示すことで，相手の考えに寄り添って考えることが可能になるからである

と考える。

見つかった思考のずれの理由を考えていく中で，児童は「まず」「次に」のように筋道を整理

しながら考えようとし始める。このような姿が見られたら，教師は，その児童に一気に説明させ

るのではなく，区切りながら説明させるのが効果的である。区切ることで他の児童の理解が得ら

れやすくなるし，考えのきっかけを与えられることで他の児童も自分でその先を考えようとし始

める。このとき，ペア交流を取り入れ，全ての児童に主体的に考える場を用意することも大切で

ある。

こうして考えを進めていくうちに，「なぜかというと～」のように，根拠を明確に説明する児

童が出てくる。すると教師は，他の児童にも同じことを自分の言葉で説明するように要求する。

その考え方を正しく読み取ることができたかを確認するためである。あるいは，上と同じように，
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区切りながら説明させて，全員でその言葉の意味を考えさせたり，考えの続きを話し合わせたり

することも効果的である。このようにして，全ての児童が，見通しをもち筋道を立てて考えるこ

とができるように働きかけていくのである。

(ｲ) 見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童に応じた働きかけ

以上の分析を基に，授業の中で表れる児童の三つの姿，「自分と他者との思考のずれを確かめ

る」「筋道を整理して考える」「見通しをもち筋道を立てて考える」のそれぞれに応じた教師の働

きかけを【表５】のようにまとめた。このように整理することで，児童の思考過程がとらえやす

くなり，それに応じた教師の意図的な働きかけが容易になるのではないかと考える。

【表５】見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿と教師の働きかけの例

見通しをもち筋道を立てて考えようとする
教師の働きかけ

児童の姿

自分と他者 ・自分なりのわかり方に置き 既習の内容，自分と他者との思考のずれの

との思考の 換えて話そうとする 表出ととらえる。

ずれを確か 発言例（例えば，つまりなど） ・話し合いの中で，疑問を感じている児童

める ・理由を尋ねたり，反対の考 を意図的に指名したり，自力解決でノー

えを述べたりし，友だちの トに書かれた迷いや疑問を取り上げたり

考えにかかわろうとする して，疑問について考えることができる

発言例（だって，でも，どう ようにする。（ペア交流③④を取り入れ

して，など） る。）

・「どこからそう考えたのか。」「誰の考え

からそう思ったのか」と問い，相手の考

えに寄り添って考えることができるよう

にする。（ペア交流③④を取り入れる。）

筋道を整理 ・考えている筋道を整理しよ 筋道を整理して考えようとしている児童の

して考える うとする 姿であるととらえる。

発言例（まず，つぎに，それ ・区切りながら説明させ，全員でその考え

から，そして，など） 方や続きを考えることができるようにす

る。（ペア交流④を取り入れる。）

見通しをも ・何らかの判断の理由を,根拠 見通しをもち筋道を立てて考えているとと

ち筋道を立 を明確に表現する らえる。

てて考える 発言例（なぜかというと， ・他の児童が，その考え方を読み取ること

～だから，など） ができたか,自分の言葉で説明できるよ

うにする。（ペア交流②を取り入れる。）

・区切りながら説明させ，全員でその考え

方や続きを考えることができるようにす

る。（ペア交流④を取り入れる。）

（
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力
）

論

理

的

な

思

考

力
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結果の正解にとらわれてしまい，問題解決がで

きてもなぜそうなるのかを深く考えようとしなか

ったり，解決できないと考えることを途中でやめ

たりする。

解決方法の検討の場で，問題解決できた児童の考

え方の発表が中心になることが多く，児童一人一人

の考えを吟味したり，他の児童と比較したりするよ

うな指導の手だてが十分でなかった。

(4) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に関

する基本構想図

これまで述べてきたことを基に，小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道

を立てて考える力を高める指導に関する基本構想図を【図１】のように作成した。

【図１】 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導

に関する構想図

何らかの判断の理由を，根拠を明確に表現する

見通しをもち筋道を立てて考える力が高まった児童の姿

学習活動 具体的な手だて見通しをもち筋道を立て

て考えようとする子ども

考えていること

を聴き合うペア

交流の場の設定

自分の考え・根

拠・疑問・迷い

などを書くノー

ト指導

児童の姿を分類

し，それに応じ

た働きかけ

統合的，発展的な思考力

問題解決過程

（
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力
）

論
理
的
思
考
力

自分なりのわかり方

に置き換えて話そう

とする

理由を尋ねたり，反

対の考えを述べたり

し，友だちの考えに

かかわろうとする

考えている道筋を整

理しようとする

筋道を整

理して考

える

自分と他

者との思

考のずれ

を確かめ

る

何らかの判断の理

由を，根拠を明確

に表現する

見通しを

もち筋道

を立てて

考える

１ 問題を把握する

２ 課題を把握する

３ 解決の見通しをもつ

４ 自力解決をする

５ 解決方法の検討をする

７ 適用問題に取り組む

６ 学習のまとめをする

８ 学習を振り返る

思考過程を表
出し，互いに
かかわり合う

見通しをもち筋道を立てて考える力を高める必要性
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２ 思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を取り入れた手だての試案

(1) 手だての試案

基本構想に基づく手だての試案を【図２】のように作成した。

この試案は，一時間の中で教師が留意すべき指導のポイントをまとめたものである。実際の授

業においては，児童の姿を見取りながら進めることになるので，必ずしも同じ流れになるとは限

らない。

過 学習活動
指導上の留意点と

程

導 １ 問題の把握をする。 ・問題を把握させる。

入 ２ 課題を設定する。 ・本時の学習課題を把握させる。

３ 解決の見通しをもつ。

・解決方法については，考えられる方法をすべて書かせる。

４ 自力解決をする。

・式や答えだけではなく，図や言葉などを使ってかかせる。

・一つの方法だけでなく，他にも解決方法がないか考えさせる。

・困ったこと，難しかったところ，疑問は吹き出しに書かせる。

授業で見取る児童の姿 教師の働きかけ

展 ５ 解決方法の検討をする。

開

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと,考え

たことを吹き出しに書かせる。

終 ６ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめるようにさせる。

末 ７ 適用問題に取り組む。

８ 学習を振り返る。 ・考えのよさに目を向けた振り返りをさせる。

【図２】思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を取り入れた手だての試案

手だてにかかわる教師の働きかけペア交流 ノート

考えを聴いて気が付いたこと，分

かったこと，考えたことを書く。

①ノートを活用しながら，どこ

まで，どのように考えたのか

や，根拠を聴き合う。

解決方法，困ったこと，難しかっ

たところ，疑問を書く。

課題解決のために，結果の予想，

考えられる解決方法を書く。

③出された考えや根拠につい

て，共通点や違い，よさや疑

問について考え，発見するた

めに相談する。

②出された考えや根拠につい

て，理解を確かなものにする

ために，お互いに自分の言葉

でもう一度説明し合う。

④出された途中までの考えや根

拠について，その続きをどの

ように考えていったらよいの

か相談する。

自分と他者

との思考の

ずれを確か

める

・自分なりの分かり方に置

き換えて話そうとする。

発言例（例えば，つまり，など）

・理由を尋ねたり，反対の考

えを述べたりし，友達の考

えにかかわろうとする。

発言例（だって，でも，どうして，など）

・疑問を感じている児童を意

図的に指名する。

・自力解決でノートに書かれ

た迷いや疑問を取り上げる。

・「どこからそう考えたのか」

「誰の考えからそう思った

のか」と問う。

筋道を整理

して考える

（ペア交流③④を取り入れる。）

・区切りながら説明させ，

全員でその考え方や続き

を考える。
発言例（まず，つぎに，それから，

そして，など） （ペア交流④を取り入れる。）

・筋道を整理して考える。

見通しをも

ち筋道を立

てて考える

（ペア交流④を取り入れる。）

（ペア交流②を取り入れる。）

・区切りながら説明させ，

全員でその考え方や続き

を考える。

・何らかの判断の理由を，

根拠を明らかに表現する。

発言例（なぜかというと，～だから，

など）

・自分の言葉で説明させる。
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(2) 検証計画及び調査計画

ア 検証計画

授業実践をとおして手だての試案の有効性をみるために,次のような検証計画を作成し，検

証を進めることとする。【表７】は検証内容と方法，及び処理・解釈の方法を示したものであ

る。５頁の【表２】の見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童の姿が自力解決の場，解

決方法の検討の場において見られたかどうかを判断し，見通しをもち筋道を立てて考える力の

育成状況を見取る。

【表７】検証計画の概要

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

見通しをもち筋 ①自分と他者との思考の 観察法 ビデオの記録による発言・活動

道を立てて考え ずれを確かめる の様子・ノートの記述から分析

る力の育成状況 ②筋道を整理して考える ・考察する。

③見通しをもち筋道を立

てて考える

単元で学習する ①数学的な考え方 解答形式は記述 １学期の単元テストを参考にし

内容の習得状況 ②表現・処理 によるテスト法 て期待正答率を設定し，実際の

③知識・理解 （単元テスト） 正答率との比較から考察する。

イ 授業実践にかかわる調査計画

手だてに関する意識の状況をみるために，思考過程を表出し,互いにかかわらせる授業につ

いて授業実践後に調査を実施し，その結果を分析・考察する。手だてに関する意識の状況をみ

るための調査計画を【表８】のように作成した。

【表８】授業実践にかかわる調査計画

調査内容 調査方法 処理・解釈の方法

手だてに関する意識の状況 質問紙法（評定尺度法，授業実践後に実施し，分析・考察する。

自由記述）

３ 授業実践及び授業結果の分析と考察

(1) 思考過程を表出させ,互いにかかわらせる指導の工夫を取り入れた授業実践の概要

ア 授業実践の計画

(ｱ) 対象 八幡平市立平舘小学校 第５学年 １学級（男子14名 女子20名 計34名）

(ｲ) 授業実践期間 平成19年８月30日～９月25日

(ｳ) 指導計画 単元「小数のかけ算を考えよう」・・・・・11時間（1２頁【資料１】及び【補

充資料２－①】を参照）
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【資料１】単元「小数のかけ算を考えよう」の指導計画（11時間扱い）

時 目 標 学習活動

①小数のかけ算

１ 〇小数をかけることの意味と，整数×小数 ・立式を考える。

・ の計算のしかたを理解する。 ・90×2.6の計算のしかたを考える。

２ ・90×2.6の計算のしかたをまとめる。

３ 〇小数どうしの乗法とその計算のしかたを ・立式を考える。

・ 理解し，その計算ができる。 ・2.3×2.8の計算のしかたを考える。

４ 〇小数どうしをかける計算（末尾の０を処 ・小数どうしをかける筆算のしかたをまとめる。

理したり，０を補う場合）ができる。 ・4.2×7.5，0.4×2.3の筆算のしかたを考える。

・計算練習をする。

５ 〇純小数をかけると，積は被乗数より小さ ・80×1.8，80×0.8の計算をして，積と被乗数の

くなることを理解する。 大きさを比べる。

・純小数をかけると積が被乗数より小さくなるこ

とをまとめる。

６ 〇長方形の辺の長さが小数の場合も面積公 ・縦2.3cm，横3.6cm の長方形の面積の求め方を
式が適用できることを理解する。 考える。

・長方形の中に１辺が１ mm の正方形が何個ある
かを調べてから2.3×3.6の計算で求める。

７ 〇小数の場合でも，交換，結合，分配法則 ・■×●＝●×■，（■×●）×▲＝■×（●×

が成り立つことを理解する。 ▲），（■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲の式に小

数をあてはめて，式が成り立つか調べる。

８ 〇学習内容を確実に身に付ける。 ・「力をつけよう」に取り組む。

②小数の倍とかけ算

９ 〇小数倍の意味の理解を深める。 ・12ｍ，４ｍは，５ｍの何倍かを考える。

・基準量，比較量はどれかとらえて立式する。

・純小数倍について知る。

・小数倍のときも，比較量÷基準量で求められる

ことをまとめる。

10 〇倍を表す数が小数のときも，比較量は基 ・５ｍの3.5倍，0.6倍の長さの求め方を考える。

準量×何倍で求められることを理解する。・小数倍の場合でも比較量を求めるには乗法を使

うことをまとめる。

●まとめ

11 〇学習内容の理解を確認する。 ・「たしかめよう」に取り組む。

太枠部分が，本研究にかかわる授業実践である。

イ 授業実践の概要

手だての試案に基づいて作成した指導展開案（【補充資料２－①】～【補充資料２－⑧】を参照）

に従い，授業実践を行った。13～15頁【資料２－①】～【資料２－③】は，第１・２時，第３・４

時，第10時の概要である。
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【資料２－①】授業実践の概要（１・２/11）
○本時のねらい

・小数をかけることの意味と，整数×小数の計算のしかたを理解する。
過 学 習 活 動
程
１ 問題を把握する。

１ｍのねだんが90円のリボンを，□ｍ買いました。代金はいくらですか。
導

この箱に付けるリボンの長さは
どれくらいかな？

入
式 ９０ × ２．５

２ 課題を把握する。
整数×小数の計算のしかたを考えよう。

３ 解決の見通しをもつ。

４ 自力解決をする。

計算のしかたや答え
の他に，疑問や困っ
たことなども，吹き
出しにして書いてみ
てください。

どこまで，どのよう
に考えたのか，お友

展 達と考えを聴き合っ
てください。分から
ないことなどは，質
問し合ってください。

５ 解決方法の検討をする。
①かけ算のきまりを使って，乗数を10倍して ②２５ｍ分の代金を求めて，10でわる。
整数に直し，積を10でわる。 式 90×25＝2250
式 90×（2.5×10）＝2250 2250÷10＝225

2250÷10＝225 答え 225 答え 225
③２ｍと0.5ｍの代金の合計を考える。（誤答）④既習の小数×整数の筆算にして計算した。

開 式 90×２＝180 式
0.9×５＝4.5
180＋4.5＝225 答え 225

みんなが疑問に思っ
ている考え方から，
考えていきましょう。

どうしてこう考えて
いるか，こうなれば
いいんじゃないかな，
ということを発見し
てノートに書いてみ
てください。その後
に，隣の人と相談し
てください。 2.5と2.0と0.5に分けて計算し

ようとしたんだよ。

計算のしかた，根拠を書く。

計算のしかた，根拠を聴き合う。

教師の働きかけ児童のつぶやき・発言

90×2.5の答えは，180と270の間だね。

・小数を10倍して計算するとできそうだ。
・小数×整数の筆算と同じように，筆算でできそうだ。

・小数点をぬかして計算して，小数点をおろせばいい。

小数を10倍して
計算をしてみよ

私は，2.5を10倍に
して計算して，答

えを10でわったん
だよ。

根拠を考える。

数直線図をもとにしながら，既

習の整数×整数，小数×整数な

どに関連付けて計算した。

小数を10倍して，整数×整

数にして計算したことなど

を聴き合った。

吹き出しに書く。

②の考えで，

0.9という数字
は，どこからき

たんだろう。

2.5を，2.0と
0.5に分けた
のなら，90×
0.5になると
思わない？

90と0.9を
間違えた

のかな？

間違いが含まれる，２ｍと0.5

ｍの代金の合計を求めようと

した考えについて，どう考え

を進めて行くとよいか吹き出

しに書いた。

どうして，このような式

になるのか，どのように

考えを進めて行けばよい

か，ペアで相談した。

たぶん，2.5
を2.0と0.5に
分けて考え

たのかな。

ペア交流 ノート

こっちは，整数だ。

整数×整数は，できるよ。

２ｍ。 ３ｍ。 ５ｍ。 2.5ｍ。 3.6ｍ。3.5ｍ。

こっちは，小数だ。

整数×小数は，習ってないぞ。

２．５

× ９ ０

２２５．０

90×2＝180
90×0.5＝45
180＋45＝225
になるんだね。
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友だちの考えを聴いて気が付いたこと，

分かったこと，考えたことを書く。

【資料２－②】授業実践の概要（３・４/11）
○本時のねらい

・小数どうしの乗法とその筆算のしかたを理解し，その計算ができる。
・小数どうしをかける計算（末尾の０を処理したり,０を補う場合）ができる。

過 学 習 活 動
程
１ 問題を把握する。

導 １ｍの重さが2.3㎏のパイプがあります。このパイプ□ｍの重さは何㎏ですか。
２ 課題を把握する。

入 小数×小数の計算のしかたを考えよう。 式 ２．３ × ２．８

３ 解決の見通しをもつ。

４ 自力解決をする。

計算のしかたや答えの
他に，疑問や困ったこ
となども，吹き出しに
書いてみてください。

展

どこまで，どのように
考えたのか友達と考え
を聴き合ってください。
分からないことなどは，
質問し合ってください。

５ 解決方法の検討をする。

疑問に思うことはあ ①小数点をぬかして，整数×整数 ②2.3と2.8を10倍して整数×整数
りませんか？ にして，筆算で計算した。小数 にし，筆算で計算した。答えは

点は，そのままおろした。 100倍になったので，100分の１
開 さあ，小数点を打つ に戻した。

場所は，どこ？ 式
式

見当つけた答えは
は，いくつだった？

小数点の位置は，どこ
になるでしょう？お隣
の人と相談してみまし
ょう。

どうして，100倍になっ
てるの？

分かったことを，お隣
の人に説明してみてく
ださい。

10×10＝100で，100倍になっているか
ら，答えを100でわればいいんだね。

計算のしかた，根拠を書く。

計算のしかた，根拠を聴き合う。

教師の働きかけ児童のつぶやき・発言

2.3×2.8の答えは，だいたい６ぐらいになりそう。
・小数点をぬかして，筆算で計算するとできそうだ。

・数を10倍して計算するとできそうだ。

数を10倍して
計算をしてみ
よう。

2.3を10倍して23。
2.8も10倍して28。
そして，23×28を
筆算でやったんだ。

小数点の位置について考える。

小数点を打つ位置の根拠を説明し合う。

かける数，かけられる数それぞ

れ10倍にして，筆算で計算し

た。小数点をどこに打つとよい

か悩んでいる児童もいた。

既習の，整数×整数の計算に

直して，筆算で計算したこと

などを聴き合った。小数点を

打つ位置で悩んでいることな

ども相談し合った。

小数点を，

そのままお

ろしていい

の？

2.3も2.8も10倍して，23と28の
整数にする。

答えは100倍になってるから，
100分の１にするんだよ。

小数点の位置につい

てペアで相談して気

付いたこと，分かっ

たことなどを吹き出

しに書いた。

小数点を打つ位

置は，どこが正

しいのか相談し

合った。

小数点を打つ位

置，根拠につい

て，理解を確かな

ものにするために

説明し合った。

2.3も2.8も10倍したん
だよ。そしたら答え

は100倍になるでし
ょ。だから，答えは

100分の１になるから
小数点はここだよ。

ペア交流 ノート

２．３

× ２．８

１ ８ ４

４ ６

６ ４．４

２．３

× ２．８

１ ８ ４

４ ６

６． ４ ４
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計算のしかた，根拠を書く。

【資料２－③】授業実践の概要（１０/１１）
○本時のねらい

・倍を表す数が小数のときも，比較量は基準量×何倍で求められることを理解する。
過 学 習 活 動
程
１ 問題を把握する。

導 赤，白，青，黄のテープがあります。赤のテープの長さは５ｍです。白のテープは，
赤のテープをもとにすると３倍，青のテープは，赤のテープの3.5倍，黄のテープは，赤
のテープの0.6倍の長さです。それぞれのテープの長さは何ｍですか。

入 式 赤 ５ × ３
２ 課題を把握する。 青 ５ × ３．５

倍の数が小数のときの計算のしかたを考えよう。 黄 ５ × ０．６

３ 解決の見通しをもつ。

４ 自力解決をする。

計算のしかたや答え
の他に，疑問や困っ
たことなども，吹き
出しに書いてみてく
ださい。

どこまで，どのよう
展 に考えたのか，友達

と考えを聴き合って
ください。分からな
いことなどは，質問
し合ってください。

５ 解決方法の検討をする。

○青のテープの長さ ○黄のテープの長さ
式 ５×3.5＝17.5 答え 17.5ｍ 式 ５×0.6＝３ 答え ３ｍ
５ｍの３倍の長さは,５ｍを１とみたとき, ５ｍの0.6倍の長さは，５ｍを１とみたと
３にあたる。青のテープも同じになるから。 き,0.6にあたる長さだから。

同じになる，ここを
詳しく言えばいいん

開 だよ。

分かったことを，お
隣の人に説明してみ
てください。

友達の考えを聴いて
分かったことなどが
あったら，すぐに吹
き出しに書いてみま
しょう。

ペア交流 ノート

友達の考えを聴いて気が付いたこ

と，分かったこと，考えたことを書く。

計算のしかた，根拠を聴き合う。

根拠を説明し合う。

教師の働きかけ児童のつぶやき・発言

３倍で考えると，もとにする数が５ｍで，その

３倍ということだから，式は５×３になる。
小数でも，かけ算でできそうだ。

かけ算で計算

した。理由が

難しい。

整数倍の考えと

数直線図を関連

させながら解決

していた。

整数倍の考え

や，数直線図

を用いて説明

していた。

整数と時と同じように，かけ

算で計算しました。もとにす

る長さが５ｍだから，それに

青の長さをかけたんだ。

倍を表す数が小数でも，乗

数で計算できること，１よ

り小さい小数の倍の答え

は，もとのテープの５ｍよ

り小さくなることなどを書

いた。

「青いテープも，同

じ」という友達の説明

について，「同じ」と

はどういうことなのか

説明し合う。

倍の数が小数でも，かけ

算で計算できるんだね。

整数の時と同じよう考えて，

５mの3.5倍の長さは５mを１
とみたとき3.5にあたる長さ。
だからかけ算をすればいいん

だよ。

根拠を説明し合う。

「青いテープも，同

じ」という友達の説明

について，「同じ」と

はどういうことなのか

説明し合う。

５mの0.6倍の長さは５mを１と
みたとき0.6にあたる長さ。だか
らかけ算をすればいいんだよ。
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(2) 実践結果の分析と考察 【資料３】第１・２時での児童の反応①

前述の11頁【表７】の検証計画に基づき，見

通しをもち筋道を立てて考える力の育成状況に

ついて，授業記録から分析と考察を行った。分

析には，授業中に授業者自身が見取ったこと，

思ったことについても振り返りながら記述した。

ア 見通しをもち筋道を立てて考える力の育成

状況

(ｱ) ずれから筋道を整理して考えている姿（第

１・２時）

第１・２時では,「小数をかけることの

意味と, 整数×小数の計算のしかた」につ

いて学習した。【資料３】，17頁【資料４】，

18頁【資料５】は，90×2.5の計算の仕方

の検討場面での, 児童の反応の一部をまと

めたものである。間違いが含まれている，

児童 A の解決方法について検討していく場

面である。

児童 A が，間違いが含まれている自分の

考えを黒板に書いていると，①のような児

童の反応があった。①は，児童 A の考えを

見て，疑問を感じている児童の姿であると

とらえた。続けて，②～⑤のような児童の

反応があった。②～⑤は，児童 A の考えに

関心や疑問をもち始めている児童の姿であ

るととらえた。さらに，⑥～⑬のような児

童の反応があった。⑥～⑬は，数字に着目

して，この考えにかかわろうとする児童の

姿であるととらえた。この間教師は，T１，T

２のように投げかけ，支持的な雰囲気にな

るように配慮し，児童の疑問が表出される

のを待っていた。児童 A の考えを生かし，

児童全員で間違いの原因を考えていくことで，考えの筋道を整理することにつなげていこう

と考えたからである。

これらの姿は，思考のずれを確かめるために，友達の考えにかかわろうとしている姿であ

る。⑫⑬のように，具体的な疑問を示して，思考のずれを確かめる児童の姿が見られるよう

になってきたので，T ４のような働きかけを行った。ノートに疑問などを書き，疑問につい

て考えるためのペア交流の場を行うことによって，児童一人一人が，直観的にもっている自

分の疑問を明らかにし，見通しをもちながら考えを進めていくことができるようにするため

である。

児童 Aの考え 90×２＝180
0.9×５＝4.5
180＋4.5＝225

① C１ ん？
T１ んー。なるほど。

② C２ すごい。
③ C３ なんか,違うよ。

計算が。
④ C４ ん？すごいなあ。
⑤ C５ ん？できた。
⑥ C６ なんで,0.9なの。
⑦ C３ どこから0.9が出

てきたの。
児童 A 入れ替えて。
⑧ C７ 4.5。
⑨ C８ 分かった。

T２ んー。おもしろ
そうだ。

⑩ C６ 数字勝手に変え
ていいの？

⑪ C３ あってないよ。
答え違う。

T３ みんなが疑問に
思っている,A 君
の考えから考え
ていきましょう。

⑫ C４ どっから0.9が出
てきたの。

⑬ C４ 4.5って，どこか
ら出てきたの。

T４ どうしてA君は，
こう考えている
のか,こうなれば
いいんじゃない
かなということ
を発見して,ノー
トに書いてみて
ください。その
後に隣の人と相
談してください。

【思考のずれを確かめる
児童の姿をとらえ，疑
問を取り上げて考えを
進めていく。】

・ノートに疑問などを書く。
・ペア交流③を行う。
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児童のノートには，「なぜ，0.9という数字が出てく【資料４】第１・２時での児童の反応②

るの？」「どうして，90を0.9にしたの？」「2.5をなぜ，

２と５に分けたの？」「整数の５はどうして出てくる

の？」という疑問が多く書かれていた。中には，「も

し90の反対だったら，勝手に0.9に数字を変えていいの

かな。勝手に，小数点も付けていいのかな。」と,疑問

を具体的に書いている児童もいた。

ペア交流では，ノートに書かれた自分の疑問を基に，

「90を逆にして，0.9にしたのではないか。」「90と0.9

を，間違えたのではないか。」「2.5を，2.0と0.5に分

けて考えて，0.5を５と間違えたのではないか。」など

の考えが出されていた。

ペア交流の後，ノートに書かれていたような，⑭の

疑問が出された。多くの児童が，同じ疑問をもってい

ると挙手をした。そこで，児童の疑問を生かし，「0.9

は，どこからきたか。」について明らかにしていくこ

とにした。まず，⑮のような発言があった。このよう

な考え方は，ぺア交流の際にいくつかのペアで話され

ていた。それを受けて，⑯のようにつぶやく姿や，⑰

のような自分の疑問を述べて，考えを確かめようとす

る姿が見られた。⑰の発言も，ノートに書かれていた

疑問である。

⑱は，友達が考えたことを自分なりの分かり方に置

き換えて話そうとしている姿であるととらえた。発言

内容から，友達の考えに寄り添って考えていることが

分かる。⑮～⑱のような疑問を感じている児童をとら

えながら授業者は，どの疑問を，どのように取り上げ

ていくとよいのだろうかと悩んでいた。単なる間違い

として考えるのではなく，どうしてそのような間違い

をしたのか，児童 A も，他の児童も一緒に考えてい

くことで気付き，筋道を立てて考えていくことができ

るように授業を進めていきたいと考えていた。

⑯や⑲⑳のようなつぶやきから，考えを十分に理解

できていない姿がとらえられたので，T ８のような働

きかけを行った。そして，もう一度，○21○22○24のように，

区切りながら説明させ，他の児童がその考え方を理解

できるようにした。すると，○23○25○26のように疑問に思

ったことを質問しようとする姿や,考え方が理解でき

た姿が見られた。これは，区切りながら説明させたこ

とによって，理解しやすくなったためであると考える。

T５ 疑問があった
人？

⑭ C９ 0.9という数字
は,どこからきた
のか。

T６ そう思った人？
① C （多くの児童が

挙手。）
T７ どこからきた

と思う？
⑮ C10 はい。90を逆に

して，0.9にした
と思います。

⑯ C２ えー。分かんな
い。

⑰ C６ 90を勝手に0.9に
変えていいのか
なと思う。

⑱ C11 僕は,A 君の考え
だと,2.5を2.0と
0.5に分けて,90
をそれに合わせ
て2.0×9.0と0.5
×0.9で計算した
と思う。

⑲ C４ そうなのか？
⑳ C12 んー？分かんな

い。
T８ もう一回,説明

してください。
みんなが分か
るまで。

○21 C11 2.5を2.0と0.5に 【区切りながら説明
て， させ，この考えを

理解できるように
する。】

T９ はい,ストップ。
ここまで分か
りましたか。

C 全 はい。
T10 2.5を2.0と0.5

に分けた。こ
れはいいです
か。

○22 C11 その後に,90をそ
の数に合わせて,

○23 C４ その数って，ど
の数？

○24 C11 2.0と0.5に合わ
せて,9.0と0.9に
して算したと思
います。

○25 C12 あ－。
T11 A君の気持ちを

よく考えたね。
○26 C13 ねえ，どうして

じゃあさあ,0.9
×５なの？それ
なら，0.9×0.5
な ん じ ゃ な い
の？
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このように，教師の説明ではなく，児童同士でかか【資料５】第１・２時での児童の反応③

わりながら考えていくことで，理解につながってい

くことが分かる。この検討場面で発言をしなかった

児童の中には，ノートに, 友だちが発言したことや，

「90は，0.9にしなくてよいと思う。」などと思った

こと，正しい計算の仕方を書いている姿がとらえら

れた。そのような児童のノートは，授業後にコメン

トをした後，プリントなどで書かれてある内容を紹

介した。

17頁 T11のように話しながら，授業者はいつ児童 A

に考えの根拠を聞いてみるのがよいのかと悩んでい

た。しかし，17頁○26のように疑問を述べる姿と，○27

のように疑問を感じ，首をかしげている児童の姿が

見られたので，この場面では児童 A に考えの根拠は

聞かずに，首をかしげている児童に指名をした。

○29○30 の発言は，これまでの発言を受けて考えを述

べ，間違っているところを修正していこうとしてい

る姿であるととらえた。このような発言は，ペア交

流でも話されていた。○31の発言は，何が明らかで，

これから何を明らかにしていかなければならないの

かを整理している姿であるととらえた。これが，考

えている筋道を整理しようとする姿である。ここで，

考え方を理解できた児童と，まだ理解できていない

児童の姿を見取ったため，T13のようにもう一度，

区切りながら説明させた。

それから，T14のように，児童 A に考えの根拠を

尋ねた。すると児童 A は，○35のように説明をした。

それを受けて○36のような質問があった。○37の児童 A

の答えから，計算の間違いに気付いている様子がと

らえられた。しかし，児童 A がこの時に間違いに気

が付いたのか，もっと以前の段階から気が付いてい

たのかは，判断できなかった。児童 A が，もっと早

い段階で考えにかかわることができるように授業を

組み立てていけば，誤答の原因を深く考えさせるこ

とができたのではないかと考える。例えば，17頁○21

○22 ○24 のように，区切って説明させたときにもっとか

かわらせてもよかった。あるいは，17頁○26の疑問を

拾い上げ，児童 A をかかわらせて考えを進めていっ

てもよかった。そうすることで，児童 A も，他の児

童も，児童同士でもっとかかわりながら考えを進め

○27 C14 んー？

（首をかしげる。）

T12 何か，考えて

い る こ と あ

る？

○28 C14 意味が分からな 【疑問を感じている

い。 児童を指名。】

○29 C９ 0.9×５の式なん

ですが2.5を2.0と

0.5 に分けたのな

ら，0.9×0.5だと
思います。

○30 C 13 たぶん，0.9を90

と間違えたと思

う。

○31 C３ まず,最初の90×

２は分かるんだけ

ど，0.9×５のと

ころで0.9はどこ

からきたのかと，

整数の５はどこか

らきたのかをはっ

きりさせたい。

あと，0.9×５の

答えは4.5で，90

×２の180と4.5を

たすと184. 5なの

で,計算が違うと

思います。

【筋道を整理して考える姿】

○32 C ４ 僕も，そう思いま

した。

○33 C15 んー？
（首をかしげる。）

○34 C16 分かんない。

T13 分からない？

もう１回説明

して下さい。

【区切りながら説明

させ，この考えを

理解できるように

する。】

T14 A 君に聞いて
みよう。

○35児童 A 最初にまず，90×

２をやって，答え

は180で，それか

ら90を反対にし

て，

○36 C17 なんで，反対にし

たんですか？
○37児童 A 0.9に５をかける

と4.5なって，

180と4.5をたして

184.5になる。

答えが違うかも。



- 19 -

ることができ，どうしてそのような間違いをしたのか，どうすればよかったのかと気付いていく

ことができたと考える。

以上のように，思考のずれを確かめる児童の姿をとらえて，ノートに疑問などを書き，ペア交

流で疑問について友達と交流したことにより，児童一人一人が自分の疑問をより明らかにするこ

とができた。そのため，その後の解決方法の検討場面で，自分の疑問や考えをつぶやきなどで表

出しやすくなり，友だちの考えにかかわりながら自分の考えを整理して考えようとする児童の姿

が見られるようになってきた。また，考えを十分に理解できていない児童の姿をとらえたときに，

もう一度，その考えの児童に区切りながら説明させたことにより，考えを理解しやすくなり，質

問することができた。その結果,筋道を整理して考えようとする児童の姿が見られるようになって

きたと考える。

これらのことから，間違いをただ単に間違いとして即座に修正していくのではなく，児童の疑

問を生かしながら修正していくことで，児童は筋道を整理して考えていこうとすることが分かっ

た。そのためには，どうしてそのような間違いをしたのか，どうすればよかったのかとその考え

に寄り添い，教師の説明だけではなく，児童同士でかかわりながら考えを進めていくことができ

るように授業を組み立てていくことが大切である。また，児童の疑問を引き出したら，どの疑問

を，どのように取り上げていくのかという教師の判断が，児童の考え方に大きく影響することが

分かった。 【資料６】第３時での児童の反応①

(ｲ) ずれから筋道を整理して考え，筋道を立てて説

明している姿（第３時）

第３時では，「小数どうしの乗法とその筆算の

しかたを理解することと，その計算について」の

学習をした。【資料６】，20頁【資料７】，21頁【資

料８】は，2.3×2.8の計算の仕方の検討場面での

児童の反応の一部をまとめたものである。

2.3×2.8の計算は，既習の整数×整数に直して

計算するとよいという見通しを立てて学習を進め

ていった。整数×整数に直すには，被乗数と乗数

をそれぞれ10倍して計算をする。そして，100倍

で求められた積を100で割って答えを求めること

を理解する場面である。乗法の計算のきまりを活

用しながら，計算の意味を正しく理解させ，形式

的な指導にならないように学習を進めていった。

まず，自力解決の場面で，児童がノートに書い

た「どうして，答えだけが100倍になるの。」とい

う疑問や，児童の納得していない発言や表情をと

らえ，T１のように，根拠を尋ねた。すると，児

童 B が②のような発言をした。まだ自分の中で解決されていない疑問を，素直に表出している姿

であるととらえた。この児童 B は，これより前の解決方法の検討場面で「小数点は，すぐ下にお

ろせばいいのに。」と発言しており，小数の加減計算の時の小数点の打ち方と混同している様子

が見られていた。③から⑦までの児童 Bと他の児童の様子から，児童がかかわり合いながら，根

T１ どうして,100

倍になってる

の？

① C１ んと・・・。

②児童 B おかしいよ。

だって,2.3と

2.8だけが10

倍されてて答

えだけが100

倍なんておか

しい。

T ２ おかしい？

③ C１ おかしくない

よ。

④ C ２ おかしくない

よ。

T３ Bさん,なんで
おかしいと思

う？

⑤児童 B え,だって何

となく・・。

⑥ C３ 何 と な く じ

ゃ,だめだよ。

⑦児童 B 10倍,10倍っ

てきたら,10

倍ってくるは

ずだと思う。
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拠を明らかにしていこうとする姿を見取ることができ【資料７】第３時での児童の反応②

る。

⑧の説明しようとしている児童のつぶやきをとら

え，T ４のような働きかけを行い，児童に続きを説明

させた。児童の表情などから，児童 B のように，小

数どうしの乗法の仕方をまだ理解していない児童の

姿を，他にも見取ったからである。⑨は，筋道を整

理して考えている姿であるととらえた。すると児童 B

は，⑩のように「分かった。」と発言した。しかし，

まだ本当に理解していない児童の様子が見られた。

そこで，T ５，T ６のように確認したところ，⑪⑫の

ような発言があった。先ほど発言した C ２自身，筋

道を整理して考えてはいるものの，自分の中で答え

がなぜ100倍になるのか，根拠がはっきりとしていな

いことが分かる。

この時授業者は，どうして「被乗数と乗数を，そ

れぞれ10倍して計算をすると，積は100倍で求められ

る」ということが理解できないのだろうと考えた。

前時は，「乗数を10倍すれば，積も10倍になる」とい

う学習をしている。このときに，意味をきちんと理

解できなかったのか，それともこれまでの乗法の計

算のきまりが理解できていないのか，学年の始めに

学習した小数と整数のしくみでの学習が理解できて

いないのか，すぐには判断できなかった。「算数は，

系統性がある」と言われている。教師が，児童のこ

れまでの学びの過程をしっかりと把握して授業を組

み立てていくことが大切であることを実感した。

そして，T ７のように答えが100倍になる根拠を尋

ねたところ，⑭の発言があった。これまでのことを

筋道立てて考え，説明している姿であるととらえた。

これを受けて21頁【資料８】⑮のような発言があっ

たが，計算の意味の理解が本当にできたか，判断す

ることは難しい。そこで，児童全員の理解を確かな

ものにするために，21頁 T ８のような働きかけを行

って児童一人一人が説明し合うペア交流の場を取り

入れた。ペア交流では，黒板を見たりノートを見た

りしながら，2.3×2.8の計算の仕方について，ペア

で説明し合った。ペア交流後の⑯の発言も，筋道を

立てて考え，説明している姿であるととらえた。⑰

の発言から，児童 B がこれまでの友だちの説明を聞

⑧ C２ だって・・。

T４ だっての続き

を言って。B
さんに教えて

あげて。

⑨C２ たぶん，計算 【児童のつぶやきを

の2.3と2.8が とらえて，続きを

10倍されて, 説明させる。】

答えも全部足

して,答えが

出るから,た

ぶん10倍×10

倍は100倍で,

式が10倍され

て る と 答 え

も,100倍にな

ると思う。

【筋道を整理して考える姿】

⑩児童 B 分かった。

T５ 分かった？

⑪ C２ 説明をなんて

言えばいいか

分からない。

T６ 引っかかって

いるところは

どこですか？

⑫ C２ 答えが，なぜ

100倍になる

か。

T７ 答えがなぜ，

100倍になる

んですか。

⑬ C４ はい。（挙手）

⑭C４ まず2.3×2.8

をこのように

10倍して,23

と28で×10に

なって,こち

らも×10にな

ります。それ

で×10と×10

をかければ，

答えは100に

なって,こっ

ちの答えは64

4になって,こ

れも100倍に

なっているか

ら，100分の

１をやって答

えは6.44にな

る と 思 い ま

す。

【筋道を立てて考えてい

る姿】
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いて納得したことが分かる。 【資料８】第３時での児童の反応③

これらのことから，ノートに書いてあった児

童の疑問や，納得していない発言や表情をとら

え，児童の発言をかかわらせていくような教師

の働きかけをすることにより，児童同士で考え

の根拠を明らかにしようと，筋道を立てて考え

ていくことが分かった。授業を積み重ねていく

中で，特に19頁⑥「何となくじゃ，だめだよ。」

のような根拠をはっきりさせようとする児童の

姿が多く見られるようになってくることは，見

通しをもち筋道を立てて考える力を高める上で

大切である。また，20頁⑭のような筋道を立て

て考えている児童の姿が見られたときに，その

考えを広めるため,児童一人一人が自分の言葉で

説明し合うペア交流の場を取り入れることによ

り，考え方の理解ができるようになることが分

かった。なお，児童の疑問や納得していない発

言,表情をとらえ授業を進めていくときには，目

の前の児童はどうしてこのような考えをしてい

るのか，これまでどのような学習を積み重ねて

きて，どのようなことを考えてきたのかという児童の思考レベルで実態を把握しておくことが大

切である。学級担任であれば，日々の授業の様子からおおよその実態を把握することは可能であ

る。しかし，より詳しい児童の実態把握をするためには，授業の中でできるだけ多くの児童の考

えを引き出すような働きかけを行ったり，授業後に児童一人一人のノートに目を通し，その児童

がどのように考えていたのかということを把握して，次の授業に生かしていくことが大切である。

(ｳ) 思考のずれを確認しながら，筋道を立てて考えることができるようになっていく児童の姿（第

10時）

第10時では，「倍を表す数が小数のときも，比較量は基準量×何倍で求められることの理解」

について学習した。22頁【資料９】，23頁【資料10】は，５×3.5の根拠についての検討場面での，

児童の反応の一部をまとめたものである。

まず，22頁【資料９】の T １のように，５×3.5の根拠を尋ねた。22頁①の発言は，整数倍の

場合の立式の根拠を基にして，小数倍の立式の根拠を述べている。これは，筋道を立てて考えて

いる姿であるととらえた。しかし，まだ説明の仕方が不十分で，『青のテープも「同じ」になる』

と説明した。この「同じ」とは，何と「同じ」であるのか，そのとらえ方で考え方のずれが生じ

るであろうと予想できた。また，立式の根拠を理解できる児童と，そうでない児童に分かれるで

あろうと判断し，22頁 T２のように尋ねた。すると，数名の児童から22頁②のような「いいです。」

という反応があった。何について「いいです。」と反応したのか，尋ねようとしていたら，③の

ような，疑問を感じている児童の様子を見取ったので，T ３のように働きかけた。すると，④の

ような反応があり，続けて別の児童から⑤のような発言があった。これは，①の発言の「同じ」

という根拠に対しての，思考のずれを確かめる姿であるととらえた。この場面で，「同じ」と説

⑮ C ５ いいと思います。

T８ 分かった？では，

お隣の人に説明

してみて下さい。

【理解を確かなものに

するために説明し合

う。】

・ペア交流②をする。

T ９ 説明して下さい。

⑯C６ 2.3を10倍すれば

23で，2.8を10倍

すれば28になっ

て,10×10は100

なので,その答え

も100倍になっ

て,644になって

その100を100分

の１して6.44に

なると思います。

【筋道を立てて考えている

姿】

⑰児童 10倍×10倍は100

倍ってこと。な
んだ。
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明した児童 Cの考え方を生かし，立式の根拠をすべて【資料９】第10時での児童の反応①

の児童に理解させたいと思い T ４，T ５のような働

きかけをした。もう一度，児童 C に区切って説明さ

せることにより，児童 C 自身にも，根拠をより明確

に表現させたかったからである。すると，⑨のよう

な反応と，首をかしげている反応があった。そこで，T

６のように尋ねた。数名の理解できている児童の「は

い。」という反応を受け止めて，このまま授業を進め

ると,根拠の理解が浅い児童がいるままになってしま

うと判断したからである。すると⑩のように，疑問

に思っていることをつぶやいた児童の姿が見取れた。

そこで，つぶやきを拾い上げるために，T ７のよう

な働きかけを行った。すると，⑪のような発言があ

った。これは，思考のずれを確かめようとする姿で

あるととらえた。これを受けて児童 C は，⑫のよう

に説明している。この発言から，白のテープに着目

して，整数倍の場合を基にして考えていることが明

らかになった。

そこで，整数倍の場合を基にして考えると，小数

倍でもかけ算で求められることを理解させるために，

23頁【資料10】の T ９のように尋ねた。すると，23

頁⑬のような考え方にかかわるつぶやきがあった。

ここですぐ，授業者が23頁 T10のように拾い上げて

説明をしてしまった。このときに，23頁⑬の児童に

つぶやきの続きを説明させれば，児童の考えを引き

出すことができたのではないかと考える。そして，

教師がその考えを他の児童につなげていくことで児

童同士で気付きながら考えを進めていくことができ

たと考える。第１・２時の学習のときに，教師が児

童の疑問や考えを拾い上げながら児童同士がかかわ

り合う中で考えを進めていくことは，確かな理解に

つながっていくことが分かっていたにもかかわらず，

つい児童の考えに飛びついて，教師が説明を始めて

しまったのである。児童の考える力を高めるために

は，今は教師の説明が効果的なのか，それとも児童

同士でかかわりながら考えを進めた方が効果的なの

かを常に強く意識して授業を進めていかないと，教

師が気付かないうちに，児童の考える機会を奪って

しまうことになると感じた。

⑭の発言も，児童は根拠を「同じ」と発言した。「同

T１ 次は，理由に

いきます。ど

うして,この

式になるんで

すか。

①児童C ５ｍの３倍の長さ

は,５ｍを１とす

ると,３にあたる

から，青のテープ

も同じになるから

です。

【筋道を立てて考えている T２ 皆さんどうで

姿】 すか。

②C数名 いいです。

③C１ ん？

T３ C １さん，何
でん？って言

った？

④C１ え，分かんない。 【疑問を感じている
⑤C２ 理由の,５ m を１ 児童を指名。】

とすると，５ｍの

３倍の長さは３に

あたるから，青の

テープも同じにな

るというのは,３

倍の長さは,白の

ことですか？

⑥児童C はい。

T４ C 君,もう一
回 言 っ て み

て。C 君に,
足りない言葉

とか付け足せ

そうじゃない

かな,って考

えながら聞い

てみて。

⑦児童C ５ｍの３倍の長さ

は,５ｍを１とす

ると３にあたるか

ら ，

T ５ 一回切って。

⑧児童C ここまでは,いい 【区切りながら説明
すか。 させ，この考えを

⑨C数名 はい。 理解できるように

する。】

T６ い い ん で す

か。本当に。

⑩C３ ３倍って・・・。

T ７ 言って。

⑪C３ ３倍は,3.5倍じゃ 【つぶやきを拾って

ないですか。 説明させる。】

T ８ どうですか。

⑫児童C ３倍は白の意味

で，青のテープは

その0.5倍だから,

白のテープと同じ

計算になると思い

す。
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じ」という言葉でまとめてしまうと，本当に理解でき【資料10】第10時での児童の反応②

たのか判断が難しい。そこで，T11,T12のような働

きかけを行い，立式の根拠の理解を確かなものにす

るためにぺア交流の場を設けた。

ペア交流では，黒板やノートにかかれてある数直

線図を見ながら，立式の根拠について説明し合った。

ペア交流の後に，T13のように働きかけてみると，

⑯や⑰のような根拠を明確にし，筋道を立てて考え

る姿が見られた。この後は，前時に学習した倍の意

味と数直線図を関連させて５×3.5という乗法の意味

を確認していった。

これらのことから，「いいです。」「はい。」などの，

一見理解しているかと思われる児童の反応だけでは

なく，疑問を感じている児童を意図的に指名して，

その疑問を取り上げていくことによって，友達の考

えにかかわりながらずれを確かめ，筋道を整理しな

がら考えようとする児童の姿が見られるようになる

ことが分かった。また，見通しをもち筋道を立てて

考えている児童に考えを区切って説明させることに

よって，その考えにかかわりながら考えていくこと

ができ，他の児童も筋道を立てて考えることができ

るようになることが分かった。

児童のつぶやきには，22頁【資料９】③のような

「どうして。」と考え始め，直観的な疑問を表出する

ときのつぶやきと，【資料10】⑬のような考え方にか

かわるつぶやきとがある。どちらも教師がその考え

をよく聞き，授業の組み立てに生かしていくことが

大切である。とりわけ後者のつぶやきは，授業のね

らいに迫る大切なポイントとなる。これまでの授業

を振り返って見ると，児童から，教師が予想してい

た考えが出るとすぐに飛びついて，教師側が説明し

てしまっていたことが多かった。このことで，教師

が気付かないうちに，児童の考える機会を奪ってい

たのではないだろうかと考えた。授業の中に，児童

同士で気付き，考えを高め合っていくようなかかわ

りを教師がどう作っていくかがが見通しをもち筋道を立てて考える力を身に付けていくために大切で

ある。教師は，教材研究段階や授業を進めていく中で，考える力を高めるために，児童同士でかかわ

りながら考えを進めた方が効果的な場面なのか，それとも教師の説明が効果的な場面なのかを，見極

めて授業を組み立てていく必要がある。

T９ C 君は，これは
どういうふうに

考えてたの？

⑬C４ 白のテープを

T10 そう。C君は白
のテープを求め

たときのことを

考えてやってた

んだよね。５ m
の３倍の長さは，

５ｍを１とする

と，３にあたる

よ，と白を求め

たから，青のテ

ープも

⑭C５ 同じになる。

T11 同じになる,ここ

を詳しく言えば

いいんだよ。

はい,詳しく言え

る人？

⑮ C （数名挙手。）

T12 お隣の人と相談

して下さい。

はい,どうぞ。

【根拠を理解すること
ができるように相談

する。】

・ペア交流②をする

T13 青のテープも同

じって,どうい

うこと？

⑯C３ ５ｍを１とす

ると,５ｍの３

倍の長さは３

にあたるは,白

だから,青に直

すと５ｍを１

とすると５ｍ

の3.5倍長さは，

3.5にあたる。

⑰C６ ５ｍの3.5倍の

長さは,５ｍを

１とすると3.5

にあたる。

【筋道を立てて考えてい

る姿】
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イ 単元で学習する内容の習得状況 【表９】単元で学習する内容の習得状況

単元で学習する内容の習得状況を示したものが，

【表９】である。数学的な考え方に関して注目し

てみると，正答率84％は，期待正答率を上回り，

概ね満足できる定着状況にある。表現・処理，知

識・理解においても期待正答率を上回り，概ね満

足できる定着状況にある。

ウ 手だてに関する意識の状況

指導の手だてが児童にどのように受け止められ

たかを確かめるために，ペア交流，ノートの活用

を取り入れた思考過程を表出させる学習活動につ

いて，事後調査を実施し，その結果を分析し意識の状況をとらえた。【図３】は，その結果をまと

めたものである。また，26頁【表10】は，ペア交流，ノートの活用を取り入れた思考過程を表出さ

せる学習活動についての感想の自由記述をまとめたものである。

設問１，２は，ペア交流に関するものである。87.9％の児童が，とても役に立った，どちらかと

いうと役に立ったとしている。しかし，12.1％の児童が，どちらかというと役に立たなかったとし

ている。その理由として，「自分の考えをあまり話さなかった」「ペア交流は，話し方が分からな

いと話せない」「隣の人が分
N＝33

からないと，自分の考え

が深まらない」というこ

とが挙げられた。「自分の

考えをあまり話さなかっ

た」「話し方が分からない

と話せない」という感想

からは，ペア交流の進め

方に課題が見える。「隣の

人が分からないと，自分

の考えが深まらない」と

いう感想からは，児童全

員で考えを高めていこう

いう意識の醸成について

課題が見える。ペア交流

の進め方については，ス

ムーズにペア交流ができ

ているペアを参考にさせ

るなどの手だてが必要で

あると考える。

これらのことから，課

題はあるものの，ペア交

流は概ね児童に好意的に受 【図３】 ペア交流，ノートの活用を取り入れた学習活動についての意識の状況

観点 正答率

全体 87%

数学的な考え方 84%

表現・処理 82%

知識・理解 95%

１ 単元テストは９月25日（月）に実施した。

２ 問題は全部で10問。

３ 期待正答率は，80%である。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(36.4%)12 (51.5%)17 (12.1%)
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(51.5%)17 (48.5%)16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(54.5%)18 (45.5%)15

ア　とても役に立った・したいと思う

イ　どちらかというと役に立った・どちらかというとしたいと思う

ウ　どちらかというと役に立たなかった・どちらかというとしたいと思わない　

エ　役に立たなかった・したいと思わない

設問１ ペア交流で，考え方や疑問などを友だちと相談することは，自分の考え

を進める上で役に立ちましたか。

設問２ これからもペア交流で，考え方や疑問などを友だちと相談しながら学習

をしたいと思いますか。

設問４ これからも，自分の考えのほかに，疑問や気が付いたことなどをノート

に書きながら学習をしたいと思いますか。

設問３ 自分の考えのほかに，疑問や気が付いたことなどをノートに書くことは，

自分の考えを整理したり，友だちの考えを聴いたりするときに役に立ちま

したか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(48.5%)16 (45.5%)15 (6.1%)
2
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け止められたと考える。

ペア交流についての感想のうち，「相手と同じ考えだったりすると，間違っていても安心して発表

できた。」「自分の意見と同じ人が他にいて安心するし，間違っていても相談できる。」「困ったこと

を隣の人に言えた。」という記述からは,児童が問題に取り組む際に困ったり，間違っていたりした

ときでも，安心して自分の考えを出して学習していたことが分かる。また，「自分の考えをみんなに

伝えて，どこが違うかどこがいいのか，みんなが教えてくれたので考え方が分かってきた。」「自分

の考えと友達の考えが，どれだけ違うのかを話し合えた。」という記述からは，児童がペア交流をす

る中で，それぞれの考えの違いやよさに目を向けていたことが分かる。

設問３，４はノートの活用に関するものである。すべての児童が，とても役に立った，どちらかと

いうと役に立ったとしている。このことから，ノートの活用は児童に好意的に受け止められたと考え

る。

ノートの活用についての感想のうち，「自分の考えだけでなく，他の人の考えや疑問，感想を書い

て『なるほど。』と思った。」「疑問や気付いたことを書いて『だから，こうなったんだ』と思えるよ

うになった。」という記述からは，児童がノートに書くことによって気付き，気付いたことを書くこ

とによって「だから，こうなったんだ。」と筋道を立てて考えることができるようになっていること

が分かる。また，「ノートを見て，昨日はこう考えていたんだと思った。」「ノートを後で見たときに，

『そういえば，前はこう考えたんだな。でも，これよりいいやり方があるだろうな。』と思って，も

っと深く考えることができる。」という記述からは，思考の過程が書かれてあるノートを振り返って

見ることで，考え方を確認したり，よりよい他の考えを方をしていこうとする態度が育っていること

が分かる。

学習内容にかかわる感想のうち，「今年初めて自分の意志で発言をしてよかったし，嫌いだった算

数がちょっと好きになれた気がするのでよかった。」「前より発表できるようになりました。」という

記述からは，ノートに考え方や疑問などを書いたり，ペア交流をして自分の考えを話したり，友だち

の考えを聞いたりするといった本研究の手だてが，児童の安心感，自信につながり，発表する意欲に

つながったと考える。また，「今まで算数がとても苦手だったけど，考え方が分かってきていいと思

った。」「ペア交流をしたり，数直線や図をかいたり，疑問や思ったことを吹き出しに書いたりして，

みんなで考えて前の算数より分かりやすくて楽しかったです。」という記述からは，疑問や思ったこ

とを出し合い，みんなでかかわり合いながら考えていくという本研究で目指した学習が，分かりやす

い授業であると児童が感じていることが分かる。
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【表10】 ペア交流，ノートの活用を取り入れた思考過程を表出させる学習活動についての感想の

自由記述例 N＝33

観 点 主な記述

ペア交流に ○ペア交流では，自分が気付かなかったことや，分からなかったことがよく分かった。
かかわって ○自分の考えをみんなに伝えて，どこが違うか，どこがいいのかみんなが教えてくれ

たので考え方が分かってきました。
○ペア交流をして，自分の考えと友達の考えがどれだけ違うのかを話し合えたので，
ペア交流はいいと思います。これからも役立てていきたいです。

○ペア交流をして，友達の意見や疑問点が分かったので，これからもやりたいです。
○ペア交流をして，他の人がどのような考えで，どのような答えを出しているのかが
分かって役に立ったと思いました。

○ペア交流をして，友達の考えを聞けたし，困ったことを隣の人に言えたのでよかっ
たです。

○分からないときはとなりの人に相談すると「あ，そうか。」と分かったし，それでも
分からないときは「え，なんで。」と質問もできてよかったです。

○ペア交流で，相手と同じ考えだったりすると，間違っていても安心して発表できた。
○ペア交流をすると，自分の意見と同じ人が他にいて安心するし，間違っていても相
談できるのでいいと思います。これからもペア交流を続けたいと思いました。

○友達とペア交流で会話して，頭を使って勉強して，とても楽しかった。
●自分の考えをあまり話さなかったり，隣の人の考えを，簡単にして言ったりするの
はだめだと思いました。これからは，ちゃんと話したいです。

●話し方が分からないと話せないので，少し役に立ちませんでした。
●隣の人が分からないと，自分の考えが深まらない。僕は，あまり必要なかった。

ノートの活 ○自分の考えの他に，友達の考えや疑問に思ったことを書くのは，とてもいいことだ
用にかかわ と思いました。分からないことを，次の勉強で役立てていけるからです。難しい勉
って 強だったのに，こんなに分かってすごいと思いました。

○疑問や気が付いたことなどを吹き出しで書くことは，自分の考えを先生やみんなに
伝えることができるのでいいと思いました。

○ノートに疑問や気が付いたことを書くことで，その人はこういう考えだったんだな
と納得できて役に立ちました。

○疑問や思ったことを書いたから，それを見て教えたり，教えられたりできたので分
かったし，役に立ちました。

○疑問や気付いたことを書いて，「だから，こうなったんだ。」と思えるようになった
ので，また書いていきたいです。

○自分の意見を吹き出しに書くと，分かりやすく書けてよかったです。
○吹き出しに疑問や考えを書いて，今回の学習は分かりやすかったです。
○疑問や気付いたことを書いて，自分はどこが疑問なのかが分かってよかった。
○疑問や質問，気が付いたことを書いたから，発表しやすくなった。ノートを見て，
昨日はこう考えていたんだと思って，書いてよかったと思った。先生からのコメン
トを読んで，自分の考えの良かったところが書いてあってよかったです。

○ノートに疑問や感じたことなどを書くのがよかったと思います。後で見たときに「そ
ういえば，前はこう考えたんだな。でも，これよりいいやり方があるだろうな。」と
思って，もっと深く考えることができるからです。だから，これからもノートに疑
問や感じたことなどを書きたいです。

○自分のノートに，自分の考えだけでなく他の人の考えや疑問，感想を書いて「なる
ほど。」と思いました。自分の考えや感想を書いて，自分なりのノートができたので
よかったです。これからも，自分なりのノートにしていきたいです。

○ノートに疑問などを書いて，発言できなくても友達の考えを聴いて自分が思ったこ
とを書けたのでよかった。

学習内容に ○小数のかけ算をやっていて，前の学年で習ったことを使いながら勉強をしていると
かかわって 感じた。これからも，この勉強を生かしていきたい。

○私は今まで算数がとても苦手だったけど，考え方が分かってきていいと思いました。
○今年初めて自分の意志で発言をしてよかったし，嫌いだっだ算数がちょっと好きに
なれた気がするのでよかったです。

○前より発表できるようになりました。発表してよかったと思います。

○ペア交流をしたり，数直線や図を書いたり，疑問や思ったことを吹き出しに書い

たりして，みんなで考えて前の算数より分かりやすくて楽しかったです。

○・・・プラスの反応，●・・・マイナスの反応
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４ 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に関す

るまとめ

これまで，手だての試案に基づく授業実践を行い，実践結果の分析と考察をとおして,その有効

性を考えてきた。その結果から，成果と課題を以下に示す。

(1) 成果

ア 自分の考えや根拠の他に，疑問や迷いを聴き合うペア交流を行ったことにより，児童は互い

に考えを出し合い，分からないことを質問したり，困ったことを相談したりすることができた。

そのことにより，児童は安心して思考過程を表出できるようになった。

イ 問題の答えだけでなく，自分の考えたことや疑問，他の人の考えを聞いて気付いたことや考

えたことなどをノートに書くことで，児童は自分の疑問や現時点での考えを明らかにすること

ができた。そのことが，ペア交流や解決方法の検討の場で，自分の疑問や考えを発言やつぶや

きとして表出することにつながった。

ウ 見通しをもち筋道を立てて考える児童の姿と，それぞれの姿に応じた働きかけを整理して示

した。そのことが，教師が授業の中で，児童が今どのように考えていこうとしているのかを見

取っていくときの手がかりとなり，教師が児童の思考に沿って筋道を立てて考えていく授業を

展開するのに役立てることができた。

エ 児童がノートに書いた疑問や，疑問を感じている表情，つぶやきをとらえ，児童の発言をか

かわらせていく働きかけを行うことにより，児童同士で質問するなどかかわり合いながら，自

分と他者とのずれを確かめようとする姿が見られるようになった。

オ 児童が自分の考えを区切りながら説明したり，他の児童の途中までの考えの続きを全員で考

えたりするよう働きかけることにより，児童はどこまで理解できて，どこから理解できていな

いのか自分の考えを見つめ直すことにつながり，筋道を整理して考えようとする姿が見られる

ようになった。

カ 他の児童の発言をヒントにその続きを考えるよう働きかけたり，児童一人一人が自分の言葉

で考えを説明し合うペア交流を行ったりしたことにより，どの児童も「～だから～なんだ」の

ように根拠を明確にして考えを説明するなど，見通しをもち筋道を立てて考えようとする児童

の姿が多く見られるようになった。

(2) 課題

ア 授業を進めながら教師が児童の姿を見取っていく際には，個々の児童がこれまでどのような

学習を積み重ねてきて，どのような考え方をしてきたのか，そして今，どうしてそのような考

え方をしているのかというように，児童の学びの過程を踏まえた上で，個々の思考レベルで実

態を把握していく必要がある。本実践では，一単元だけを学級担任に代わって研究者が授業し

たため，その点における児童一人一人の理解が十分であったとは言えない。

イ 児童の姿を見取る視点とそれに応じた働きかけを整理して授業に臨んだが，実際の授業でど

のように姿を見取るか，どの場面で，どのようにかかわらせれば考えが深まるのかを瞬時に判

断して授業を組み立てていくことは容易ではなかった。本実践でも，迷いながら指導すること

が多かった。授業後に振り返ってみて，もっとこうした方がよかったと考えることも少なくな

かった。本研究で示した見取りの視点と働きかけの枠組みを生かした授業を行うためには，教

師が自分の授業を振り返って分析し，その反省を生かしてまた授業を組み立てていくという積

み重ねをとおして，児童の姿の見取り方やかかわらせ方を十分に身に付けていくことが必要と
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考える。

以上のことから，課題はあるものの，思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導の工夫を取

り入れた手だての試案は有効であり，見通しをもち筋道を立てて考える力を高める上で効果があっ

たと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本研究は，「数と計算」領域において，思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導の工夫

を明らかにし，見通しをもち筋道を立てて考える力を高める学習指導の改善に役立てようとする

ものであった。その結果，仮説が妥当であったことが確かめられた。なお，成果として得られた

ことは，次のとおりである。

(1) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

関する基本構想

基本構想の立案において，見通しをもち筋道を立てて考える力を高めるために，思考の結果

だけではなく，思考の途中過程を表出させ，互いにかかわらせる授業を行うことが大切である

ことを先行研究から確認できた。そのための手だてとして，考えていることを聴き合うペア交

流と，疑問や迷いなどをノートへ記入させる指導について示した。

また，先行研究を基に，見通しをもち筋道を立てて考える児童の姿を，「自分と他者との思

考のずれを確かめる」「筋道を整理して考える」「見通しをもち筋道を立てて考える」の三つ

ととらえた。そして授業の中で，それらの児童の姿を見取りながら，それに応じて教師がどの

ように働きかけることが効果的か，先行実践の分析を基に整理して示した。

(2) 思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を取り入れた手だての試案の作成

基本構想を基に，思考過程を表出させ，互いにかかわらせる指導を取り入れた手だての試案

を作成した。自力解決の場，解決方法の検討の場における見通しをもち筋道を立てて考える力

を高める授業のポイントを示すことができた。

(3) 授業実践及び実践結果の分析と考察

実践の授業分析をとおし，「自分と他者との思考のずれを確かめる」「筋道を整理して考え

る」「見通しをもち筋道を立てて考える」の三つの姿を見取ることができ，手だての試案が見

通しをもち筋道を立てて考える力を高めることに有効であることが確かめられた。

(4) 小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

関する研究のまとめ

小学校算数科「数と計算」領域における見通しをもち筋道を立てて考える力を高める指導に

ついて，成果と課題を明らかにすることができた。

２ 今後の課題

本研究を今後さらに生かすための課題として，次のようなことが考えられる。

(1) 他の単元や他の領域での活用について検討すること。

(2) 論理的な思考力から，統合的，発展的な思考力に高めるために，どのような教師の働きかけ

が有効か検討すること。
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〈おわりに〉

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童の皆さん

に心から感謝申し上げ，結びの言葉といたします。
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【補充資料１】事後の質問紙（手だてに関する意識の状況）

算数の学習についてのアンケート
平成１９年９月２５日（火）
八幡平市立平舘小学校 第５学年

「小数のかけ算を考えよう」の学習では，ペア交流を取り入れて
学習を行ってきました。また，疑問や気が付いたことなどをノート
に書きながら学習を行ってきました。これらの学習について質問に
答えてください。

１ ペア交流で，考え方や疑問などを友だちと相談することは，自分の考えを進め
る上で役に立ちましたか。自分の考えに一番近いものを１つえらび，その記号に
○をつけて下さい。
ア とても役に立った
イ どちらかというと役に立った
ウ どちらかというと役に立たなかった
エ 役に立たなかった

２ これからも，ペア交流で，考え方や疑問などを友だちと相談しながら学習をし
たいと思いますか。自分の考えに一番近いものを１つえらび，その記号に○をつ
けて下さい。
ア したいと思う
イ どちらかというとしたいと思う
ウ どちらかというとしたいと思わない
エ したいと思わない

３ 自分の考えのほかに，疑問や気が付いたことなどをノートに書くことは，自分
の考えを整理したり，友だちの考えを聴く時に役に立ちましたか。自分の考えに
一番近いものを１つえらび，その記号に○をつけて下さい。
ア とても役に立った
イ どちらかというと役に立った
ウ どちらかというと役に立たなかった
エ 役に立たなかった

４ これからも，自分の考えのほかに，疑問や気が付いたことなどをノートに書き
ながら学習したいと思いますか。自分の考えに一番近いものを１つえらび，その
記号に○をつけて下さい。
ア したいと思う
イ どちらかというとしたいと思う
ウ どちらかというとしたいと思わない
エ したいと思わない

５ 今回の学習を通して，感じたことや思ったことを下の□の中に自由に書いて
下さい。

番 氏名
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【補充資料２－①】第５学年 算数科学習指導案 単元について

第５学年 算数科学習指導案
期 間 平成19年８月30日（木）～９月25日（月）

対 象 八 幡 平 市 立 平 舘 小 学 校

第５学年 男子14名 女子20名 計34名

授業者 平 田 敬 子 （長 期 研 修 生）

１ 単元名 小数のかけ算を考えよう（東京書籍「新しい算数５年 上」）

２ 単元について

（１）教材について

本単元では，「×小数」の意味（乗法の意味の拡張）と，その計算方法を理解させることをねら

いとしている。

これまでの乗法は，被乗数が小数の場合であっても，すべて「×整数」であった。乗数が整数で

あると，その意味は同数累加ととらえることもできた。ところが小数の場合，例えば「×2.6」を

2.6回加えることとはとらえられない。そこで本単元では，乗数が小数の場合でも，乗数が整数の

ときと同じように乗法が適用できるという，乗法の意味の拡張を図ることが学習の中心となる。

本単元では，整数，小数×小数の計算を扱っている。次単元「小数のわり算を考えよう」では，

整数，小数÷小数を学習する。いずれも，計算の意味の拡張と，既習の整数の計算にどのように帰

着させるかが単元のポイントであり，本単元で獲得した内容や学習経験が直接生かされることにな

る。乗法は除法の逆算であり，検算などで用いられることも多く，本単元では除法での学習も視野

に入れて指導することも大切である。

（２）児童について

児童はこれまでに，小数については第４学年「小数」で， の位の範囲でしくみや加減計算に

ついて学習している。そして，第５学年「小数と整数のしくみ」で小数の意味を の 位 ま で

拡張し，小数が整数と同じ十進数であることを学習している。また，「小数のかけ算とわり算」で

小数のしくみなどの理解の上に，小数×整数，小数÷整数の乗除計算と整数÷整数（商が小数）の

学習をしている。

１学期に学習した「小数のかけ算とわり算」では，意欲的に学習に取り組み，小数×整数，小数

÷整数の計算は正しくできる児童が多かった。しかし，小数に整数をかける計算の意味や小数を整

数でわる計算の意味，小数倍の意味の説明を求めると答えられる児童は多くなかった。

そこで本単元では，乗法の意味をもう一度とらえ直し，乗数が小数の場合の乗法の意味と，計算

方法を結びつけて学習することを大事にしていきたい。

（３）指導にあたって

乗法の意味を拡張するにあたっては，まず「×小数」を適用する「1つ分の量×いくつ分＝全体

の量」の場面を示し，その立式のしかたを考える活動を通して、「×整数」と対比させる。その上

で，乗数が小数の場合も整数と同じ構造であることをとらえ，「×小数」の立式へと導いていくこ

とが大切である。「×小数」の計算で機械的に積を求めることは，すでに「整数×整数」や「小数

×整数」の計算で十分に熟知しているので，児童にとっては決して困難なことではない。既知の

計算方法に，積の小数点の位置を判断することが加わるだけだからである。しかし，このことを

確実に実行するには，この計算方法が組み立てられた原理を理解していることが大切である。

したがって「×小数」の計算指導では，機械的に積を求めるのではなく，そこで用いられている

計算法則などを意識しながら，計算のしかたを児童自らが導き出せるようにすることが大切である。

また，積と乗数の関係では，整数の乗法ではかける数が1より大きい場合しか学習していないた

めに，児童の中には，かければ必ず大きくなると思っている場合も考えられる。ここでは，数直線

図で乗数と積の関係をとらえたり，実際に計算して数値を比べたりして，純小数をかけると積は被

乗数よりも小さくなることを理解させることが必要である。

10
1

1000
1
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３ 単元の目標

○乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を高める。

また，計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

４ 単元の評価規準

【関心・意欲・態度】 ・乗数が小数の場合でも，既習の整数の場合の数量関係などをもとにして，

乗法の式に表そうとしている。

【数学的な考え方】 ・整数の乗法計算と関連づけて，乗法が小数の乗法計算のしかたを考えてい

る。

【表現・処理】 ・乗数が小数の乗法計算をすることができる。

【知識・理解】 ・乗数が小数の乗法の意味やその計算のしかたを理解している。

５ 指導計画（全１１時間）

太枠部分が，本研究にかかわる授業実践である。

時 目 標 学習活動

①小数のかけ算
１ 〇小数をかけることの意味と，整数×小数 ・立式を考える。

・ の計算のしかたを理解する。 ・90×2.6の計算のしかたを考える。

２ ・90×2.6の計算のしかたをまとめる。

３ 〇小数どうしの乗法とその計算のしかたを ・立式を考える。

・ 理解し，その計算ができる。 ・2.3×2.8の計算のしかたを考える。

４ 〇小数どうしをかける計算（末尾の０を処 ・小数どうしをかける筆算のしかたをまとめる。

理したり，０を補う場合）ができる。 ・4.2×7.5，0.4×2.3の筆算のしかたを考える。

・計算練習をする。

５ 〇純小数をかけると，積は被乗数より小さ ・80×1.8，80×0.8の計算をして，積と被乗数の

くなることを理解する。 大きさを比べる。

・純小数をかけると積が被乗数より小さくなるこ

とをまとめる。

６ 〇長方形の辺の長さが小数の場合も面積公 ・縦2.3cm，横3.6cmの長方形の面積の求め方を考

式が適用できることを理解する。 える。

・長方形の中に１辺が１mmの正方形が何個あるか

を調べてから2.3×3.6の計算で求める。

７ 〇小数の場合でも，交換，結合，分配法則 ・■×●＝●×■，（■×●）×▲＝■×（●×

が成り立つことを理解する。 ▲），（■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲の式に小

数をあてはめて，式が成り立つか調べる。

８ 〇学習内容を確実に身につける。 ・「力をつけよう」に取り組む。

②小数の倍とかけ算
１ 〇小数倍の意味の理解を深める。 ・12ｍ，４ｍは，５ｍの何倍かを考える。

・基準量，比較量はどれかとらえて立式する。

・純小数倍について知る。

・小数倍のときも，比較量÷基準量で求められる

ことをまとめる。

２ 〇倍を表す数が小数のときも，比較量は基 ・５ｍの3.5倍，0.6倍の長さの求め方を考える。

準量×何倍で求められることを理解する。・小数倍の場合でも比較量を求めるには乗法を使

うことをまとめる。

●まとめ
１ 〇学習内容の理解を確認する。 ・「たしかめよう」に取り組む。
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【補充資料２－②】第５学年 算数科学習指導案 第１・２時

第５学年 算数科学習指導案

１ 本時の指導（１・２/１１）

（１）ねらい

○小数をかけることの意味と，整数×小数の計算のしかたを理解する。

（２）評価規準

【数学的な考え方】 既習の整数×整数，小数×整数などに関連付けて，整数×小数（1/10の位ま

で）の計算のしかたを考えている。（ノート，観察）

観点 具体の評価規準 努力を要する児童への

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 手だて

数直線図などを基にして，数直線図などを基にして，数 既習の計算の式を並べ

数の相対的な見方，乗法 の相対的な見方，乗法のきま て提示し，乗数が整数

数学的な考え方 のきまりなどを活用して，りなどを活用して，いずれか なら計算できることに

多様な方法で計算の仕方 の方法で計算の仕方を考えて 気付かせ，乗数を整数

を考えている。 いる。 に直して計算する考え

方を用いるように支援

する。

（３）展開

過 学習活動
指導上の留意点と

程

１ 問題を把握する。

導 1ｍのねだんが90円のリボンを，□ｍ ・条件不足の問題を提示する。

入 買いました。代金はいくらですか。 ・箱を用意しておき，その箱につけるリボンの長さ

○３ｍ ○４ｍ であることをおさえる。

○2.3ｍ ○１．５ｍ ○３．45ｍ ・□に入る数字を児童と一緒に決める。箱につける

リボンとしているので，あまり大きくない数をい

くつか出させる。

・小数が出なかった場合は，実際に2.6ｍのリボンも

用意しておき，実測させて小数についても考える

ようにする。

・数直線図や言葉の式などを使って，それぞれの立

式の根拠を説明させる。

２ 課題を把握する。

整数×小数の計算の仕方を考えよう。

３ 解決の見通しをもつ。 ・乗数を概数にして，積の見当をつけさせる。

・既習の計算に立ち返って考えれば計算できること

展 に気付かせる。

開 ４ 自力解決をする。

・どのように解決をしたのか,数直線図や言葉などで

根拠をかかせる。１つの方法で解決したら，他に

も解決方法がないか考えさせるようにする。

・話すときは，ノートを使いながら説明させる。

・解決をしていて困ったこと，難しかったところ,疑

問は吹き出しに書かせる。

計算の仕方，根拠を書く。

計算の仕方，根拠について聴き合う。

教師の働きかけ
ペア交流 ノート
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５ 解決方法の検討をする。

①0.1ｍの代金を出して26倍する。 自分と他者との思考のずれの表出,筋道を立てて

式 90÷10＝0.9 0.9×26＝234 考えようとしている児童の姿をとらえる。

②26ｍ分の代金を求めて，10でわる。 ・途中までの考えを取り上げ，全体でそのつづき

式 90×26＝2340 2340÷10＝234 を考えさせていく。（ペア交流③を取り入れる。

③２ｍと0.6ｍの代金の合計を考える。 ・一つの式を,黒板に書かせる。説明の前に，ど

式 90×２＝180 うしてそう考えたのか全体で根拠を考えさせる

６ｍなら540円。0.6ｍなら54円。 （ペア交流③）

180＋54＝234 ・すべての考えが出されたら，共通しているとこ

④かけ算のきまりを使って，乗数を10倍 ろを発見させる。（ペア交流②）

して 整数に直し，積を10でわる。

式 90×(2.6×10）÷10＝234

既習の整数×整数，小数×整数などに関連付け

て，整数×小数（1/10の位まで）の計算のしか

たを考えている。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと,分かったこ

と，考えたことを吹き出しに書かせる。

終 ６ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめるようにする。

末 ・リボンの長さが小数で表されていて

も，その代金を求めるには，整数の

ときと同じように，かけ算の式をた

てます。

・かける数が小数の場合は，整数にし

て計算する。

７ 計算練習をする ・導入で出し合った小数を当てはめて計算する。

８ 今日の学習を振り返り，学習感想を

発表する。

・分かったこと，よかったこと

・友達の考えでよいと思ったこと

考

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。

ペア交流③

つづきを考える。根拠を考える。

ペア交流②

共通しているところを発見させる。
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【補充資料２－③】第５学年 算数科学習指導案 第３・４時

第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（３・４/１１）

（１）ねらい

○小数どうしの乗法とその筆算のしかたを理解し，その計算ができる。

○小数どうしをかける計算（末尾の０を処理したり,０を補う場合）ができる。

（２）評価規準

【数学的な考え方】 乗法の性質を用いて整数の計算に帰着させ， の位までの小数どうしを

かける計算のしかたを考えている。（ノート，観察）

【表現・処理】 の位までの小数どうしをかける計算（末尾の０を処理したり,０を補う場

合）ができる。（ノート，観察）

具体の評価規準

観点 十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要する児童への手だて

（A） （B）

数学的な 乗法のきまりなどを活用 乗法のきまりなどを活用 既習の整数×整数に直して計算

考え方 して計算の仕方を考え, して計算の仕方を考え， することに気付かせて，乗法の

筆算の手順を計算の仕方 筆算の手順を計算の仕方 きまり（被乗数と乗数をそれぞ

と関連付け，それをもと と関連付けて考えている。れ10倍し,積が100倍になってい

に筆算の仕方をつくり出 るので,その積を100でわる）を

している。 使って，筆算の計算の仕方を考

えられるようにする。

表現・処理 積の大きさを見積もり, 小数×小数の計算が正確 筆算の処理を,乗法のきまりから

見当をつけてから，小数 にできる。 意味を考えさせると共に，簡単

×小数の計算が正確にで な整数で積の見積もりをさせる

きる。 ことで,小数点の位置の間違いや

末尾の０を消すことに気を付け

させる。

（３）展開

過 学習活動
指導上の留意点と

程

１ 問題の把握をする。

導 1ｍの重さが2.3㎏のパイプがあります。 ・条件不足の問題を提示する。

入 このパイプ□ｍの重さは何㎏ですか。 ・□に入る数字を児童と一緒に決める。

２ 課題を把握する。 ・前時のように，数直線図や言葉の式を使って立式

小数×小数の計算のしかたを考えよう。 する。

３ 解決の見通しをもつ。 ・2.3と2.8を概数にして,積の見当をつけさせる。

展 ・被乗数が小数の場合にも整数にすれば計算できる

開 ことをおさえる。

４ 自力解決をする。 ・どのように解決をしたのか，言葉などで根拠も書

かせる。

・話すときは,ノートを使いながら説明させる。

・解決をして困ったこと，難しかったところ,疑問

は吹き出しに書かせる。

1 0
1

ペア交流 ノート
教師の働きかけ

計算の仕方，根拠を書く。

計算の仕方，根拠について聴き合う。

1 0
1
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５ 解決方法の検討をする。 ・前時の学習の乗法のきまりを利用した考えをもと

○かけられる数，かける数を10倍して計算 に，整数の計算に帰着して考えればよいことをお

する。 さえる。

２．３×２．８ → ２３×２８

○2.3×2.8の計算を，整数×整数の計算に ・整数の筆算と同様にできることをおさえる。

なおして筆算の仕方を考える。

既習の内容，自分と他者との思考のずれの表出,

２.３ －10倍する→ ２３ 筋道を立てて考えようとしている児童の姿をとら

× ２.８ －10倍する→ ×２８ える。

１ ８ ４ １８４ ・小数点を打つ位置について，どうしてそうなる

４ ６ ４６ のか根拠を考えさせる。（ペア交流②を取り入

６.４ ４
－ 100倍 →

６４４ れる。）
←100でわる－

・小数点を打つ位置,根拠について理解を確かな

ものにするために説明させる。(ペア交流①を

取り入れる。）

・どうして２桁移すのか,根拠を考えさせることで，

形式的な指導にならないようにする。

・小数の加減計算のときの小数点の打ち方との違い

に注意させる。

乗法の性質を用いて整数の計算に帰着させ，

の位までの小数どうしをかける計算のしかたを

考えている。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと,分かった

こと，考えたことを吹き出しに書かせる。

６ 学習のまとめをする。 ・小数をかける筆算のしかたをまとめる。

終 ７ 計算練習をする。 ・導入で,児童から出された小数を当てはめて計算

末 する。

８ 小数どうしをかける計算（末尾の０を 小数どうしをかける計算（末尾の０を処理し

処理したり,０を補う場合）を行う。 たり,０を補う場合）ができる。（ノート，観察）

９ 学習を振り返り,学習感想を発表する。

・分かったこと,よかったこと

・友達の考えでよいと思ったこと

考 1 0
1

考えを聴いて気が付いたこと，分かった

こと，考えたことを書く。

表

ペア交流②根拠を考える。

ペア交流①考えを確かなものにする。
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【補充資料２－④】第５学年 算数科学習指導案 第５時
第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（５/１１）
（１）ねらい

○純小数をかけると，積は被乗数より小さくなることを理解する。
（２）評価規準
【数学的な考え方】 数直線上の乗数の大きさと関連づけて,被乗数と積の大小関係について考え

ている。（ノート，観察）
具体の評価規準

努力を要する児童への観点 十分満足できる状況 おおむね満足できる状況
手だて（A） （B）

数学的な考え方 数直線上に数量の関係 実際に計算するなどして， 乗数が１より小さいと,積が
を表現し,被乗数と積の 乗数が１より大きい場合と 被乗数より小さくなること
関係を筋道立てて考え 小さい場合の被乗数と積の を実際に計算して理解させ，
ている。 大きさの関係の違いを考え 数直線の積の位置から積の

ている。 大きさを被乗数より大きい
か小さいか考えさせる。

（３）展開
過 学習活動

指導上の留意点と程
１ 問題の把握をする。 ・条件不足の問題を提示する。

導 1ｍのねだんが90円のリボンを，□ ・箱を用意しておき，その箱につけるリボンの長さで
入 ｍ買いました。代金はいくらですか。 あることをおさえる。

・□に入る数字を児童と一緒に決める。１より大きい
２ 課題を把握する。 数字，１より小さい数字の両方出させるようにする。
１より大きい数と，１より小さい数 ・どんな数をかけるのか明確にして課題を設定する。
をかけたときの積の大きさを比べよ
う。

３ 解決の見通しをもつ。 ・結果について予想する。
展 ４ 自力解決をする。 ・数直線図などをもとにして考えさせる。
開 ・それぞれの代金を求め，積の大きさを比べる。

・話すときは，ノートを使いながら説明させる。
・解決をしていて困ったこと,難しかったところ，疑問
は吹き出しに書かせる。

５ 解決方法の検討をする。 ・数直線をもとにして説明させる。
式・代金 既習の内容，自分と他者との思考のずれの表出，筋
○80×1.8＝144 答え144円 道を立てて考えようとしている児童の姿をとらえる。
○80×0.8＝64 答え 64円 ・数直線図に長さと代金を表し,それをもとにしなが
積の大きさ ら，かける数と積の大きさの関係について発見さ
○0.8をかけると90より小さくなる。 せる。（ペア交流②を取り入れる。）
○1.8をかけると90より大きくなる。

数直線上の乗数の大きさと関連づけて,被乗数と積
の大小関係について考えている。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと,分かったこ
と，考えたことを吹き出しに書かせる。

５ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめさせる。
終 小数のかけ算では，１より小さい数
末 をかけると,その積はかけられる数よ

り小さくなります。
６ 計算練習をする。 ・導入で出た数字を当てはめて計算する。
７ 今日の学習を振り返り，学習感想
を発表する。
・分かったこと，よかったこと
・友達の考えでよいと思ったこと

ノートペア交流 教師の働きかけ

式・答え・積の大きさについて書く。

式・答え・積の大きさについて聴き合う。

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。

考
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【補充資料２－⑤】第５学年 算数科学習指導案 第６時
第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（６/１１）
（１）ねらい

○長方形などの辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解する。
（２）評価規準
【数学的な考え方】 辺の長さが小数のときの面積を求めるには，単位をかえて整数にすればよい

ことに着目できる。（ノート，観察）
観点 具体の評価規準 努力を要する児童への

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B）手だて
数学的な考え方 cmをmmにかえて整数にすれ cmをmmにかえて整数にすれ １mm方眼紙に長方形を

ばよいことに気付き，mmの ばよいことに気付き，mmの 書かせることにより，
単位に直して面積を求め， 単位に直して面積を求めて cmをmmにかえて整数に
その根拠考えている。 いる。 すればよいことに気付

かせる。
（３）展開
過 学習活動

指導上の留意点と程
１ 問題を把握する。

導 たてが2.3ｍ,横が3.6ｍの長方形の面積 ・長方形の面積公式を想起させる。
入 を求めましょう。
２ 課題を把握する。
辺の長さが小数の場合も，面積の公式が
使えるかどうか調べよう。

３ 解決の見通しをもつ。 ・被乗数，乗数を概数にして，積の検討をつけさ
展 せる。
開 ４ 自力解決をする。

・話すときは，ノートを使いながら説明させる。
・解決をしていて困ったこと，難しかったところ，
疑問は吹き出しに書かせる。
既習の内容，自分と他者との思考のずれの表出，

５ 解決方法の検討をする。 道筋を立てて考えようとしている児童の姿をと
○センチメートルの単位で面積を求める。 らえる。

２．３×３．６＝８．２８ ・面積公式の意味を想起させ，面積の求め方を
○ミリメートルの単位に直して面積を求め 考える。これまでの１辺が１ｃｍの正方形の
る。 いくつ分かという考えでは，はしたが出てき

１辺が１ｍｍの正方形が， ちんと面積を求めることができないという既
２３×３６＝８２８ 習とのずれから，単位をかえて整数にすれば
この正方形が１００個で１ｃｍ２だから よいことを発見させる。

８２８÷１００＝８．２８ （ペア交流②を取り入れる。）
・１ｍｍ方眼紙を渡し，長方形を書かせることに
よって，ミリメートル単位に直せば，整数の乗
法で求められることに気付かせる。
・ｍｍ単位で求めても，ｃｍ単位で求めても，結
果は同じになることをおさえる。
辺の長さが小 数のときの面積を求めるには，
単位をかえて整 数にすればよいことに着目
できる。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと，分かっ
たこと，考えたことを吹き出しに書かせる。

５ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめるようにする。
終 面積は，辺の長さが小数で表されていて
末 も，公式を使ってかけ算で求めることが

できます。
６ 計算練習をする。 ・複合図形を含めた適応問題を用意しておく。
７ 今日の学習を振り返り，学習感想を発
表する。
・分かったこと，よかったこと
・友達の考えでよいと思ったこと

ペア交流 ノート 教師の働きかけ

面積の求め方，根拠を書く。

面積の求め方，根拠について聴き合う。

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。

考

ペア交流②

単位を変えて整数にすればよいことを発見する。
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【補充資料２－⑥】第５学年 算数科学習指導案 第７時

第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（７/１１）

（１）ねらい

○小数の場合でも，交換，結合，分配法則が成り立つことを理解する。

（２）評価規準

【知識・理解】 小数の場合でも，交換，結合，分配法則が成り立つことを理解している。

（ノート，観察）

具体の評価規準
努力を要する児童への観点 十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B）

手だて

小数の場合でも，交換， 小数の場合でも，交換，結 図形の面積の求め方を基
結合，分配法則が成り立 合，分配法則が成り立つこ にして，小数の場合でも，

知識・理解 つことを理解し,それらを とを，その根拠を基に理解 交換，結合，分配法則が

用いて効率的に計算する している。 成り立つことを理解させ

しかたを理解している。 る。

（３）展開

過 学習活動
指導上の留意点と程

１ 問題の把握をする。

導 （前時の最後に適用問題として行った ・前時の最後に適用問題として行った問題の解き方

入 複合図形を提示する。） について振り返らせる。

２ 課題を設定する。

面積を工夫して求めよう。

３ 解決の見通しをもつ。 ・「工夫して」に着目させて,他に解決方法はない

展 か考えさせる。

開 ４ 自力解決をする。

・課題の「工夫して」に着目させて，解決方法につ

いて気が付いたことをノートに記入させる。

・話すときは，ノートを使いながら説明させる。

・解決をしていて困ったこと,難しかったところ，

疑問は吹き出しに書かせる。

５ 解決方法の検討をする。 既習の内容，自分と他者とのずれの表出，筋道を

○3.2×2.4＋3.2×2.6＝3.2×（2.4＋2.6） 立てて考えようとしている児童の姿をとらえる。

○（2.5×5）×2＝2.5×（5×2） ・様々な計算方法を引き出しながら，そこに用い

○ られている計算のきまりを明らかにしていく。

〈気付いたこと〉 その際，図と式の変形とを結びつけて考えてい
・小数の計算が整数の計算でできる。 くようにする。

・計算の演算の回数が少なくて，楽になる。 ・どのような点で「工夫」しているか，気付いた

・式から新しい見方が見つかる。 ことを発表させる。（ペア交流②を取り入れる。）

小数の場合でも，交換，結合，分配法則が成り

立つことを理解している。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと,分かった

こと，考えたことを吹き出しに書かせる。

５ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめるようにする。

終 整数のときに成り立った計算のきまり

末 は，小数のときも成り立ちます。
６ 計算練習をする。

７ 今日の学習を振り返り，学習感想を発

表する。

・分かったこと，よかったこと

・友達の考えでよいと思ったこと

ペア交流 ノート 教師の働きかけ

解決方法について気が付いたことを書く。

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。

気が付いたことを聴き合う。

知
ペア交流②計算のきまりに気付かせる。
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【補充資料２－⑦】第５学年 算数科学習指導案 第９時
第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（９/１１）
（１）ねらい

○小数倍の意味の理解を深める。
（２）評価規準
【数学的な考え方】 小数倍の意味を,数直線を用いて説明することができる。（ノート，観察）

観点
具体の評価規準 努力を要する児童への

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 手だて
数学的な考え方 数直線を使って，問題場 数直線を使って，問題場面 数直線に整数倍の関係を

面を数直線に表し,小数倍 を数直線に表し,小数倍の意 表し,発展的に小数倍が
や純小数倍の意味につい 味を,数直線を用いて説明す あることを考えられるよ
て,数直線を用いて説明す ることができる。 うにする。
ることができる。

（３）展開
過 学習活動

指導上の留意点と程
１ 問題を把握する。 ・赤のリボンを基準量としてほかのリボンが何倍に

導 赤５ｍ，白10ｍ,青12ｍ，黄４ｍの長さ あたるかを考えることをおさえる。
入 のリボンがあります。赤のリボンの長

さをもとにすると,ほかのリボンの長さ
は，それぞれ何倍ですか。
２ 課題を把握する。
何倍かを求めるときの計算のしかたを
考えよう。

３ 解決の見通しをもつ。 ・数直線図から，赤のリボンが「１」すなわち基準
展 量になっていることを再度確認する。
開 ・基準量と比較量をしっかりとおさえ，除法で立式

できそうであることをおさえる。
・数直線を使いながら，赤のリボンの長さの何倍に

４ 自力解決をする。 なりそうかそれぞれ検討をつけてから求めるよう
にさせる。

・話すときは,ノートを使いながら説明させる。
・解決をしていて困ったこと，難しかったところ,疑
問は吹き出しに書かせる。

５ 解決方法の検討をする。 既習の内容，他者とのずれの表出，筋道を立てて
○白のリボン 考えようとしている児童の姿をとらえる。
１０÷５＝２ 答え ２ 倍 ・数直線図を通して，赤のリボンの長さとの比較

○青のリボン をしながら，小数倍や純小数倍の意味について
１２÷５＝２．４ 答え ２．４倍 考えさせるようにする。（ペア交流②を取り入

○黄のリボン れる。）
４÷５＝０．８ 答え ０．８倍

小数倍の意味を,数直線を用いて説明することが
できる。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと,分かったこ
と，考えたことを吹き出しに書かせる。

６ 学習のまとめをする。 ・自分の言葉でまとめるようにする。
終 小数のときも,整数のときと同じよう
末 に倍を使って表す。倍を表す中には，

1より小さくなる場合もある。
７ 計算練習をする。
８ 今日の学習を振り返り，学習感想を
発表する。
・分かったこと，よかったこと
・友達の考えでよいと思ったこと

考

ペア交流 ノート 教師の働きかけ

計算のしかた，根拠を書く。

計算のしかた，根拠を聴き合う。

ペア交流②意味について考える。

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。
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【補充資料２－⑧】第５学年 算数科学習指導案 第10時
第５学年算数科学習指導案

１ 本時の指導（１０/１１）
（１）ねらい

倍を表す数が小数のときも，比較量は基準量×何倍で求められることを理解する。
（２）評価規準
【数学的な考え方】 倍を表す数が小数の場合でも，小数倍にあたる大きさを求めるには,整数の

場合をもとに考えている。（ノート，観察）

観点
具体の評価規準 努力を要する児童への

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 手だて
数学的な考え方 数直線などを活用して,倍 数直線などを活用して，倍を 問題場面を数直線や整

を表す数が小数の場合に 表す数が小数の場合にも，そ 数に置き換えて考え，
も，それらの大きさを求 れらの大きさを求めるには乗 立式できるようにする。
めるには乗法を用いれば 法を用いればよいことを考え
よいことを考え，整数倍 ることができる。
の場合と対比させながら,
根拠を持って説明するこ
とができる。

（３）展開
過 学習活動

指導上の留意点と程
１ 問題の把握をする。

導 赤，青，黄の３本のテープがあります。 ・倍を表す数が小数になっていることをおさえる。
入 赤のテープの長さは５ｍです。青のテ ・倍を表す数が小数のとき，小数倍にあたる大きさ

ープは，赤のテープをもとにすると3.5 を求めることをおさえる。
倍，黄のテープは，赤のテープの0.6倍 ・問題の場面をとらえやすいように，実際にテープ
の長さです。青と黄のテープは，それ を用意して視覚的にとらえるようにする。
ぞれ何ｍですか。
２ 課題を設定する。
どんな計算をすればよいか考えよう。

３ 解決の見通しをもつ。 ・整数倍である２倍や３倍のときはどのように立式
展 するかを考えさせ，それをもとにかけ算でできそ
開 うなことをおさえさせる。
４ 自力解決をする。

・話すときは,ノートを使いながら説明させる。
・解決をしていて困ったこと,難しかったところ，疑
問は吹き出しに書かせる。

５ 解決方法の検討をする。 既習の内容,自分と他者との思考のずれの表出，筋
○青のテープの長さ 道を立てて考えようとしている児童の姿をとらえ
５×3.5＝17.5 答え 17.5ｍ る。

○黄のテープの長さ ・倍を表す数が小数の場合でも,乗法を用いて何倍
５×0.6＝３ 答え ３ｍ かにあたる大きさが求められる根拠を考える。

（ペア交流①を取り入れる。）
・0.6倍は，１倍より小さいが，青のテープの3.5倍
と同じ関係（基準量×何倍＝比較量）であること
を，青の数直線図と対比して考えさせる。

・数直線図から，黄のテープの長さは，もとにして
いる赤のテープの５ｍよりも短くなることをとら
えさせる。
倍を表す数が小数の場合でも，小数倍にあたる
大きさを求めるには,整数の場合をもとに考えて
いる。（ノート，観察）

・友だちの考えを聴いて気が付いたこと，分かった
こと,考えたことを吹き出しに書かせる。

６ 学習のまとめをする。
終 小数の倍にあたる大きさは，整数の倍 ・小数をかける計算が，小数倍にあたる大きさを求
末 にあたる大きさを求めたときと同じよ める場合にも用いられることもおさえる。

うに，かけ算で求められます。
７ 計算練習をする。
８ 今日の学習を振り返り，学習感想を
発表する。
・分かったこと，よかったこと
・友達の考えでよいと思ったこと

教師の働きかけペア交流 ノート

考えを聴いて気が付いたこと，分かったこと，

考えたことを書く。

計算のしかた，根拠を書く。

計算のしかた，根拠を聴き合う。

ペア交流①根拠を説明し合う。

考


